
第
五
節

幕
末
期
の
海
運

幕
末
期
の
上
方
・
江
戸
間
海
運

株
仲
間
の
停
止
と

九
店
仲
間
の
結
成

幕
府
の
物
価
体
系
の
破
綻
に
端
を
発
し
た
天
保
十
ニ
年
（

八
四
二
十
二
月
の
株
仲
間
の
停
止
は
、
当

然
江
戸
・
上
方
聞
の
酪
口
間
流
通
を
独
占
し
て
い
た
江
戸
十
組
問
屋
お
よ
び
大
坂
二
十
四
組
問
屋
に
そ
の

矛
先
が
向
け
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
傘
下
に
あ
る
菱
沼
一
廻
船
関
屋
と
樽
廻
船
問
屋
も
停
止
の
や
む
な
き
に
い
た
り
、

「菱

日
…
・
樽
船
積
荷
物
の
義
、
規
定
こ
れ
あ
り
候
処
、
此
度
江
戸
問
屋
組
合
等
差
し
止
め
ら
れ
、
諸
口
問
素
人
直
売
買
勝
手
次
第
L

た

る
べ
き
旨
が
布
達
さ
れ
、
同
時
に
従
来
の
菱
垣
・
樽
両
廻
船
の
積
荷
仕
法
も
撤
廃
さ
れ
て
、

「
菱
垣
・
樽
船
積
荷
物
の
儀
、
是

迄
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
荷
主
・
船
主
相
対
次
第
運
送
致
す
べ
き
こ
と
」
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
従
来
の
姐
船
仲
間
や
荷
主

仲
間
の
山
中
合
せ
・
規
約
な
ど
も
無
効
と
な
り
、
こ
こ
に
海
運
上
の
仕
法
・
法
規
が
根
底
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
菱
一
知
一
廻
船
の
特
権
を
表
示
し
て
い
た
、

い
わ
ゆ
る
「
菱
茄
じ
も
付
け
な
く
な
り
、
ま
た
菱
誼

廻
船
と
し
て
一
躍
船
さ
れ
て
い
た
紀
州
廻
船
の
「
天
闘
印
」
も
差
し
止
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
少
な
く
と
も

外
見
上
は
菱
臨
廻
船
か
樽
廻
船
か
の
区
別
は
つ
か
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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江
戸
積
荷
物
の
積
荷
と
輸
送
に
関
し
て
、
従
来
の
よ
う
に
荷
主
・
間
最
お
よ
び
廻
船
問
屋
の
明
確
な
業
務
内
容
が
規
定
さ
れ

な
く
な
る
と
、
特
に
運
賃
積
の
場
合
、
難
破
に
際
し
て
の
海
損
処
分
に
当
た
る
機
関
が
な
く
な
り
、
た
ち
ま
ち
混
乱
に
お
ち
い

る
危
険
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
天
保
十
三
年
七
月
、
と
り
あ
え
ず
幕
府
は
規
約
を
定
め
、
仕
入
荷
物
（
注
文
荷
物
）
で
も
見
込
み
積

（
委
託
荷
物
）
で
も
、
船
積
荷
主
が
す
で
に
積
送
り
に
つ
い
て
通
知
を
出
し
て
あ
る
場
合
は
江
戸
・
大
坂
の
両
損
、
全
く
送
り
先

の
な
い
見
込
み
積
の
場
合
は
荷
主
の
損
失
と
し
、
難
破
船
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
遠
江
今
切
湊
を
境
に
し
て
、

江
戸
な
い
し
大
坂
か
ら
出
張
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
実
擦
に
は
、
江
戸
の
十
組
問
屋
な
り
大
坂
の
二
十
閉
組
江
戸
詰
問
屋

と
い
っ
た
明
確
な
荷
主
仲
間
機
関
が
な
い
た
め
、
そ
の
効
力
と
適
用
に
つ
い
て
は
十
分
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
商

品
輸
送
業
務
は
必
ず
し
も
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
弘
化

（
一
八
四
六
）
に
大
風
波
に
よ
っ
て
難
破
船
が
続
発
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
海
損
処
理
に
つ
い
て
の
紛

糾
が
起
こ
り
、
そ
の
解
決
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
り
再
び
私
的
な
仲
間
団
体
と
し
て
、
先
の
大
坂
二
十
問
組
問
屋

の
う
ち
の
九
腐
と
、
こ
れ
に
隷
属
す
る
十
一
一
一
自
の
江
戸
積
問
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
に
対
応
し
て
、
江
一
戸
に
お
い

て
も
同
じ
く
九
店
仲
間
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

幕末期の海運

大
坂
の
九
店
仲
間
と
は
、
泊
二
十
四
組
江
戸
積
問
屋
仲
間
の
う
ち
綿
・
油
・
紙
・
木
綿
・
薬
種
・
砂
糖
・

九
腐
仲
間
と
九

街
蓑
配
廻
船

鉄
・
蝋
・
鰹
節
の
九
口
聞
の
前
一
一
積
荷
物
な
取
り
扱
う
問
屋
商
人
が
連
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
九

自
以
外
の
表
店
・
瀬
戸
物
店
・
設
物
店
・
堀
川
留
陥
・
明
神
講
・
乾
物
店
・
通
町
組
・
安
、
氷
二
番
組
・
間
三
番
組
・
間
五
番
組
・

第五節

同
六
番
組
・
間
七
番
組
・
向
九
番
組
よ
り
な
る
荒
荷
（
雑
貨
）
を
取
り
扱
う
問
屋
高
人
が
十
三
店
と
称
し
、
九
店
仲
間
に
付
属
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

近 iJi・E霊史綴阻809 



こ
の
よ
う
に
し
て
九
店
と
い
え
ば
荒
荷
（
紙
質
）
に
対
す
る
意
味
を
も
ち
、
そ
の
九
店
仲
間
が
十
一
一
一
店
仲
間
を
自
己
の
傘
ド
に

お
い
て
、
二
十
四
組
問
患
の
廻
送
を

に
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。
大
坂
の
九
店
仲
間
に
は

に
一
名
ず
つ
推
薦
さ
れ
た
年

行
司
が
泣
か
れ
、
こ
の
年
行
司
の
な
か
か
ら

名
ず
つ
一

カ
月
ご
と
の
輸
擦
で
仲
間
の
事
務
処
叫
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
を
九
店

昨
一
話
需
と
い
っ
た
。

こ
の
大
坂
の
九
店
仲
間
に
対
応
し

に
も
九
店
仲
間
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
江
戸
九
店
は
糸
・
油
紙
・
木
綿
・
薬
種
・

砂
糖
・
鉄
・
蝋
・
鰹
節
・
乾
物
の
各
問
屋
か
ら
な
り
、
大
坂
の
九
店
仲
間
と
連
絡
し
て
、

い
わ
ゆ
る
九
店
栄
町
配
廻
船
を
そ
の
専

用
船
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
荷
主
に
依
相
似
さ
れ
て
運
送
業
務
に
た
ず
さ
わ
る
九
店
廻
船
問
屋
は
、
大
坂
菱
誼
猶
船
問
屋
九
軒
（
小
郷
陸
新
兵
衛
・
日

野
屋
利
右
衛
門
・
大
津
屋
淑
之
幼
・
大
津
段
権
右
衛
門
・
ん
的
問
問
住
儀
幼
・
自
民
間
段
土
間
近
郎
・
桑
名
段
松
治
郎
・
制
制
限
一
大
治
郎
・
相
原
動
太
郎
）
に

大
坂
樽
廻
船
問
屋
八
軒
（
酋
郎
正
十
郎
・
士
ロ
mm
亀
之
助
・
毛
馬
屋
五
郎
・
小
西
新
右
衛
門
・
柴
則
正
治
郊
・
木
屋
市
政
・
木
屋
市
三
郎
・
伊
丹

同
校
半
兵
衛
）
、
西
宮
樽
廻
船
問
屋
六
軒
（
塩
原
孫
助
・
線
開
な
か
・
辰
悶
脱
線
蔵
・
万
屋
孝
太
郎
・
掛
鼠
さ
き
・
常
念
常
太
’
郎
）
が
あ
た
っ
た
。

つ
ま
り
九
店
仲
間
差
配
荷
物
は
、
も
は
や
菱
自
一
廻
船
問
屋
の
み
な
ら
ず
、
神
廼
船
問
屋
、
も
そ
の
荷
物
を
引
き
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
樽
酒
船
に
は
、
神
廻
船
問
屋
が
取
り
扱
う
酒
荷
は
も
ち
ろ
ん
、
九

店
差
配
問
屋
の
取
り
扱
う
荒
荷
を
も
積
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
九
店
差
配
問
屋
は
、

た
と
え
樽
廻
船
へ
結
み
入
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
酒
荷
の
取
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
難
破
船
の
海
損
処
分
、
す
な
わ
ち
荷
打
・
浦
証
文
・
浦
仕
舞
な
ど
の
処
理
も
、
九
店
強
入
信
（
荷
主
）
仲
間
の
世
話
番
が
担

当
し
た
。

つ
ま
り
九
店
仲
間
と
は
従
来
の
十
組
問
屋
の
機
能
な
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
十
対
、
氷
四
年
（
一
八
五
一
）
の
株
仲
間
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再
興
後
も
、
仮
菱
沼
一
と
か
荒
菱
寝
建
と
称
し
て
、
神
廻
船
で
も
菱
短
杭
荷
物
の
運
送
を
請
け
負
っ
た
の
で
あ
る
。

九
店
差
配
廻
船

の
稼
働
状
況

こ
う
し
て
弘
化
一
一
一
年
を
契
機
に
、
九
店
仲
間
が
こ
れ
ま
で
の
江
戸
十
組
問
康
な
り
、
大
坂
一
一
十
問
組
問
屋

に
代
わ
っ
て
、
江
戸
前
荷
物
に
関
す
る
輸
送
を
責
任
を
も
っ
て
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
こ
の
時

期
の
菱
境
廻
船
の
稼
働
状
況
を
み
る
た
め
、
弘
化
四
年
の
九
店
差
配
廻
船
の
「
船
名
前
常
一
一
帳
L

を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

弘
化
問
年
一

1
五
月
の
五
カ
月
間
に
九
店
仕
建
の
延
想
船
数
は
一

O
五
般
（
延
往
復
回
数
）
と
な
り
、
こ
れ
を
船
加
に
整
即
し

た
実
数
は
六
九
般
で
あ
る
。
こ
の
六
九
綬
の
船
籍
を
表
示
し
た
の
が
、

紀
州
廻
船
は
比
井
浦
の
九
般
の
み
で
、
他
は
大
坂

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
灘
日

五
般
、
灘
隠

六
絞
と
な
り
、
灘
日
で
は
御
影
が
一
九
般
で
庄
倒
的
比
率

般
と
な
り
、
結
局
九
店
業
配
廻
船
の
主
力
は
、

一
六
般
に
間
宮
・
今
津
・
鳴
尾
を
加
え
る
と

大
坂
・
灘
自
の
廻
船
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

加
で
あ
る
。
弘
化
四
年
に
菱
垣
廼
船
長
限
船
さ
れ
た

ま
た
そ
の
仕
建
廻
船
問
屋
は
、
本
来
の
菱
恒
廻
船
問
屋
た
る
顕
屋
武
右
衛
門
・
毛
馬
巌
彦
太
郎
・

（
日
野
屋
）
科
右
衛
門

－
小
堀
毘
新
兵
衛
の
ほ
か
、
樽
廻
船
問
屋
で
あ
る
大
坂
の
小
間
新
右
衛
門
・
柴
屋
叉
兵
衛
・
障
問
正
十
部
・
木
屋
市
政
・
吉
田

幕末期の海運

店、化4年（1847〕九

店主皇配廻船数

第五節
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亀
之
助
、
西
宮
の
銭
関
源
七
・
常
念
屋
常
太
郎

出
展
藤
十
郎
と
な
っ
て
い
て
、
九
店
差
配
廻
船

会
｝
仕
建
て
る
廻
船
問
屋
も
、
多
く
は
倫
問
題
船
出

屋
が
中
心
と
な
っ
て
稼
働
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。さ

ら
に
こ
の
九
店
差
配
廻
船
六
九
般
の
う
ち

i
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で
、
上
方
・
江
戸
間
を
こ
の
五
カ
月
間
に
二
回
以
上
往
復
し
た
廻
船
（
一
一
四
般
）
を
摘
出
し
て
、
船
名
・
船
主
・
船
籍
地
・
硝
石

の
順
風
丸

数
・
乗
組
人
員
・
新
造
後
の
年
数
な
ど
を
表
示
し
た
の
が
、
表

mで
あ
る
。
最
高
は
間
仕
建
・
な
し
た
御
影
村
の
嘉
納
治
作
所
有
ま
た

ムハ

O
O石
棋
の
廻
船
と
、
東
明
村
柴
屋
又
左
衛
門
所
有
の
四
社
丸
一
双

O
O石
載
の
廼
船
と
な
っ
て
い
る
。

全
体
的
に
は
灘
自
の
廻
船
の
多
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
積
石
数
は
優
に
一

0
0
0石
を
超
え
て
一
五

O

。
右
か
ら
一
七

O
O石
と
大
型
化
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
梁
組
人
数
も
一
六
人
が
平
均
で
、

い
ず
れ
も
新
造
な
い
し
新
造
後
一
一
一
、

四
年
ま
で
の
廻
船
が
多
く
、

せ
い
ぜ
い
入
、
九
年
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
の
仕
建
回
数
も
年
間
に
な
お
し

て
考
え
て
み
る
と
、
最
高
は
八
仕
建
（
往
復
）
な
い
し
そ
れ
以
上
で
、
平
均
で
も
五
、
六
仕
建
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

株
仲
間
停
止
を
契
機
に
、
従
来
の
菱
極
・
格
問
廻
船
の
積
方
仕
法
が
崩
れ
始
め
、
弘
化
一
一
一
年
の
九
店
仲
間
の
結
成
は
、
菱
垣

積
仲
間
を
復
活
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
廻
船
の
主
力
は
酒
造
家
所
有
の
廻
船
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
。
す
、
持
廻

船
問
屋
が
菱
痕
積
荷
物
を
九
店
議
配
廼
船
に
積
み
込
ん
で
仕
建
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
樽
廻
船
に
と
っ
て
の
荒

月

H

、一V

戸、u，． 
4

4

5

5

5

5

4

5

5

3

 

，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
 

3

2

3

3

3

3

2

4

3

2

2

5

4

2

5

5

5

4

5

4

4

4

4

3

 

，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
 

t
i

唱
i

・14
i

t

i

ぅ，
U

唱
A

今
ゐ

1
ム

1
A
T
S
B
B
A
A守
今

，

“

唱

1
2
J
V

必
守

A
守
今
必
バ
マ
ぅ
，
“
ヲ
，
“

q

L

q
’’
u

t

A

建仕

人
16 

15 

16 

16 

13 

16 

16 

16 

16 

乗組人員

16 

16 

16 

〆
h
v
r
h
U
M

、d
〆
nv

岡、JV

I

I

I

－

－

 

r
b
r
b
r
o
 

l
－

－

 

年
今

L

A

υ

4

・
Q
O

今

δ

戸コ勾
δ

4

・
Q
J

4

造

2

3

新

新造

3 

6 

4 

3 

812 幕末の社会築五宝手



第五節幕末期の海運

表 222 九店主を配廻船名とイ土建回数〔弘化4年1月～5月）

住 所 船 主 廻船関箆 l船名｜船頭；絞石数｛
l! 

摂津御影 嘉納治作 常；；念髭常太郎 ll!fl!ml丸 作太郎 1, 600 

’F 策関 柴屋又左衛門 柴 E霊又兵衛 四社丸 弥人 1, 500 

大坂北浜 池E!:lg主義三郎 ？者念E芝常太郎 利！'l?;;J.1 喜 1－郎 1,600 

// 中之島 中堅三郎兵衛 藤田 i原七 真力丸秀十郎 1,550 

// 際｝事期 商村民愛幼 // 大古：丸 迷之助 !, 200 

摂津御影 嘉納治作 常；念段常太郎 順吉メL 保太郎 1, 500 

// E夜明 柴鹿又左衛門 柴鹿又兵符 大神丸 力議 1,600 

,, 御彩 嘉納議官 塩屋内I1)f;'.:li;J.1 問 1,600 

" " 沢E!:lg重重兵衛 毛馬鹿彦太郎明'.:liメL 徳太郎 1, 600 

大 i反安治川 小西新お衛門 小西新お衛門事11通丸市三郎 1, 500 

／／ 今 橋 松坂屋新三郎 E員屋 j)J:-;{:jjlfj門 大福丸 系十虫［I !, 600 

" 淡路町 錫 E塁庄兵衛 凶 EEi 正十郎 寿通話L "I三友符:jflう 1, 700 
" 11¥ Ji); 小西辰之以j 炭産手lj右衛門 住久丸 ＇~十郎 1,800 

／／ ／／ " " 住菜子主L ’蕗蔵 1, 700 

’F " " 古 E!:l iQ,之助 村l栄メL 正太郎 1, 500 

" 淡路町 間妊I jf-r!l!B 商問 JI十郎 明徳丸 JI十虫［I 1, 700 

" 下福島 木屋市十郎 木段市十郎 住総主L ！±九郎 1,600 

" 安治川 兵刻展兵 Jl)J す m iU之助 '.:lin雪丸 悦ト郎 1,600 

摂 ~jt 御影 嘉納治八郎 四 EEi JI十郎 1);';1'包丸 三｜土左衛門 1, 600 ~ 
，， ,, 問問弥王子治；台関 fむ之日』 事11カ丸 正十郎 1, 600 I 

" // l沢問屋設兵衛 " 定1言語L 徳太郎
" ／／ 網屋仁左衛門 反盤手lj右衛門 明カヨL 市太郎 1, 700 

// 青木寺岡市良［l右衛門 常念、屋 111；太郎 関連丸 吉之助 1, 500 

紀伊比ヲ｜二平井久右衛門 顕E主 立た右衛門 大通話L 久互玉虫［I 1, 500 

資料 官、イヒヰ年「船名前irl・Q長J c•n史詩益事史料議：＇！J, 5〕

813 際交編Ill 近 i並



荷
仕
建
と
か
仮
菱
箆
仕
建
と
い
わ
れ
る
廻
船
運
営
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
澗
碕
は
積
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
九
店
義
配

問
屋
仕
建
の
場
合
も
、
船
主
が
酒
造
家
で
荒
袴
不
足
の
と
き
に
は
、
一
一
一

O
O駄
に
限
っ
て
酒
荷
を
結
み
入
れ
る
例
外
規
定
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
い
間
の
菱
…
知
了
降
雨
廻
船
の
都
荷
を
め
ぐ
る
海
運
競
争
の
な
か
で
、
こ
れ
が
最
後
に
到
着
し
た

解
決
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
く
し
て
九
店
差
配
廻
船
に
つ
い
て
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
四
五
般
の
船
株
が
設
定
さ
れ
、
九
店
仲
間
山
中
合
せ
と
し

て
、
こ
の
四
五
般
に
限
っ
て
九
店
定
世
話
差
配
廻
船
と
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
翌
安
政
七
年
に
、
総
船
株
四
五
般

を
再
度
確
認
し
、
新
造
興
行
や
船
主
談
渡
の
と
き
の
届
出
方
式
を
定
め
、
と
く
に
桜
み
方
は
諸
荷
物
平
等
の
積
入
仕
法
を
顕
守

え
り
づ
み

し
、
船
頭
に
対
し
て
も
同
様
に
撰
積
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
漸
次
廻
船
が
大
型
化
し
て
く
る
傾
向

に
対
し
て
は
、
今
後
新
造
や
造
替
に
際
し
て
、

一八

O
O右
積
を
限
度
と
し
、

で
き
る
だ
け
廼
船
の
大
き
さ
を
揃
え
よ
う
と
い

う
方
針
を
注
記
し
て
い
る
。

い
ま
安
政
末
期
に
お
け
る
九
店
差
配
廻
船
四
五
般
の
う
ち
四

O
般
の
稼
働
廻
船
に
つ
い
て
ま
と
め

た
の
が
表
別
で
あ
る
。

株
仲
間
再
興

と
檎
廻
船

先
の
株
仲
間
停
止
に
よ
っ
て
、
樽
廻
船
の
側
に
お
い
て
も
積
荷
を
め
ぐ
り
混
乱
の
事
態
を
招
い
た
。
弘
化
ニ

年
十
二
月
に
、
江
戸
積
酒
造
仲
間
た
る
娯
泉
十
二
郷
の
名
で
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
か
ら
そ
の
実
情

を
み
て
み
よ
う
。

こ
の
段
階
で
は
す
で
に
株
仲
間
が
停
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
従
来
の
隣
組
船
問
屋
を
「
樽
船
荷
請
屋
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、

廻
船
仲
間
は
こ
の
荷
詰
屋
の
指
図
を
受
け
な
い
で
、

「
白
鑑
の
積
方
」
を
し
て
適
当
に
「
撰
稜
」
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が
積

遅
れ
や
変
調
の
原
悶
と
な
っ
て
、
荷
主
た
る
酒
造
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
十
二
郷
酒
造
仲
間
と
し
て
は
、
こ

8工4幕末の社会ti'fliij't 



第五節幕末期の綴運

表 223 九店主を況怒！船一覧（！）

船名 船主名 f中船頭 lf主 国

小猟l!il芝新兵衛定イ；l：主主（大坂菱趨）

成光量LII, 
寿光虫L

稲荷新造

大忍メL I, 

寿悦メL 1, 

I挺 1＇首r')L 1, 

日野屋利~'i衛門定仕建（大坂姿箆）

｛主光丸！ 1 

事11i護丸I1, 
神淡メLI1, 
金古丸I1, 
{:j: j守メLI 1, 

釘店メLI1, 

大津屋淑之助定住建（大坂姿塩）

…ー …ーァ…一一一寸 ' 
住栄丸

事fl反主L
：／ ~l 徳丸

大挙丸i1, 
大津屋機右衛門定仕建（大坂菱垣）
一一一……一一γ一一…一一…γ一一一一一一一一γ…一一一……一一一一一

洋御影i嘉納治作
材木皮清助

線底土手兵衛

小娘~：庄左衛門伴左衛門j讃｜技小主主島｜銭屋

グ ITIJ太郎l !/ ！。
i江競伝兵衛1久治郎防芸能美良iグ
八お衛門比三郎i議i波小豆島iグ
松屋宅兵 jl/Ji徳 助！大坂安治Jill グ

治郎i祖七郎i安芸能美島｜ グ

E塁
// 

／

y

y

f

 

J

J

／

J
 

宮町庭儀助定住建（大坂

航栄

西沼正十郎定仕建（大坂樽）

明徳丸I1, 9001安政4.sl大坂安治JlllimEE IE十郎｜正十郎院議関ノ鳥海IJ倉屋
開通丸I1, 7001店、化4. 6；摂津御影IV.:百回弥平治！徳太郎i讃iii皮小支島i!/ 

度

815 燈5た編混近 i!t



表 223 九店主主配廻船一覧（2)

船主名

明旋

ブL耀丸 1, 坂

得）

沢IHg重重兵衛

伊勢屋清左衛門

明宝メL 1, 

万宝主L 1, 

事j！通話L 1, 

小限

住吉丸 1,

明限主L 1, 

柴岡正治虫［I定イ土建（大波栂）

聞社員L 1, 伊勢民清左衛門

事11力丸 1, 伊勢屋七左衛門

木鹿市蔵定住建（大坂符）

住証丸 1, 堺屋庄之助

塩屋藤十郎定住建（西宮

嘉宝丸 1, 嘉納姦古

系政手L 1, ノア

燦回伊三郎定仕建（西宮栂）

住 J沙
和光丸 1,

際展仙助定仕建（西宮櫛）

辰吉学丸 1, E芝屋イ~I D)J 

辰福チL 1, 松坂屋新三郎

資料：「九店差配廻船i児'R'.」 c•海事史料波書」 2)

if）万3江幕末の社会 816 



れ
ま
で
通
り
に
廻
船
は
必
ず
荷
請
毘
へ
付
総
し
て
、
荷
請
展
の
手
で
勺
一
千
順
の

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

株
仲
間
の
停
止
に
よ
っ
て
、
積
荷
仕
法
に
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
様
子
が
露
間
一
心
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
株
仲
間
再
興
後
の
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
一
一
）
、
渋
来
十
一
一
郷
の
酒
造
仲
間
は
評
議
の
う
え
、
改
め
て
大
坂
・
西
宮
両
積

問
患
と
の
間
で
、
次
の
諸
点
を
確
認
し
て
い
る
。

川

w菱
一
知
一
廻
船
同
様
に
荒
荷
を
引
き
受
け
て
、
江
戸
較
を
行
う
持
廻
船
に
は
、
酒
・
味
献
は
積
み
込
ま
な
い
、
仰
荷
支
え
の
た

め
臨
時
に
一
腹
船
た
す
る
と
き
に
は
、
船
籍
・
船
名
・
船
齢
等
、
を
積
所
極
印
元
に
届
け
出
て
検
査
を
受
け
、
許
可
さ
れ
た
な
ら
ば

船
頭
・
船
宿
・
問
屋
連
印
の
一
札
を
出
し
、
万
一
不
正
の
ふ
や
が
説
顕
す
れ
ば
、
損
害
は
連
名
の
者
で
弁
償
す
る
、
ゆ
大
坂
そ
の

ほ
か
他
陣
よ
り
増
船
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
持
廻
船
間
慮
中
立
会
い
の
う
え
で
見
分
し
、
版
印
一
万
に
届
け
出
て
、
そ
の
検

査
に
合
格
し
て
桜
印
板
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、

さ
ら
に
積
所
大
行
可
に
申
し
出
て
そ
の
披
露
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
船
付
を
す

る
、
例
運
賃
の
決
定
は
、
そ
の
年
の
船
数
名
前
帳
（
崎
将
廻
船
名
前
様
）
を
提
出
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
協
議
し
、

一
度
決
め
た
逮

賃
以
外
は
一
切
増
運
賃
を
払
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
で
は
持
組
船
を
学
援
し
、
酒
荷
を
め
ぐ
る
持
・
菱
寝
両
廻
船
の
鞍
荷
区
分
を
明
確
に
し

幕末期の海運

た
う
え
で
、
持
廼
船
と
し
て
仕
建
て
る
廻
船
に
つ
い
て
は
む
所
極
印
一
五
で
吟
味
し
た
。
こ
う
し
て
毎
年
樽
廻
船
に
つ
い
て
は
十

分
な
点
検
の
う
え
で
一
得
廻
船
名
前
帳
」
が
提
出
さ
れ
、
;' 7c: 
の

に
稼
働
す
る
符
廻
船
、
が
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

幕
末
期
の
「
降
廻
船
名
前
娠
し
は
、
現
在
謡
、
水
凶
年
・
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
・
尚
一

一
克
治
元
年
（
一
入
六

幕
末
期
の

檎
溜
船

間
）
・
鹿
応
一
一

（
一
八
六
七
）
の
五
冊
が

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
持
廻
船
間
際
別
に

J

n

一、ノぞいけ、

1
L
J
J
／

ν
ふ
ん

221 
で

第五節

L
丸
山
ツ
心
。

（

i

枠
廻
船
名
前
娠
し
に
は
仕
建
問
屋
別
に
、
船
主
・
一
船
名
・
沖
船
頭
名
、
場
合
に
よ
っ
て
は
船
印
も
明
記
さ
れ
て
い
る
コ

ー近！経）！：：綴Ill817 



(lji｛立：叡）樽廻船問屋差配の檎廻船数

9 

15 

11 

’古’Zヱ3

36 33 39 一一一日

87 86 80 i
 

,,,,.. 
ド4

当
時
樽
廻
船
問
屋
は
、
大
坂
に
ふ
ハ
軒
（
も
と
も
と
は

入
株
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
二
株
は
空
株
）
、
西
宮
に

ハ
前
別
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
樽
廻
船
閑
髭
は
、

ず
れ
も
弘
化
期
以
降
に
は
荒
荷
仕
建
と
し
て
の
九

店
差
配
廻
船
の
仕
建
問
屋
を
も
兼
ね
て
い
た
が
、

」
こ
で
は
樽
廻
船
問
屋
と
し
て
付
船
さ
れ
て
い
る

持
廻
搬
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
よ
う
。

次
に
問
じ
樽
廻
船
名
前
帳
を
船
主
・
船
籍
地
別

資料：「魚崎潤治組合文謎」

に
表
示
し
た
の
が
、
表
別
で
あ
る
。
そ
の
船
主

船
籍
地
は
灘
酒
造
地
に
集
中
し
、

凶
年
の
場

51 53 

7 

11 

14 

合
で
も
全
八

O
般
の
う
ち
、
灘
自
の
凶
七
般
を
摂

頭
に
、
西
宮
・
鳴
尾
・
今
津
の
各
五
般
を
加
え
る

と
合
計
六
二
般
と
な
り
、
全
体
の
突
に
七
八
%
を

41 

勾

J
H
D
O
J
4・
ハ
U

4
盆

イ
ー
ム

占
め
て
い
る
。
兵
庫
は
七
般
か
ら
二
般
で
、
例
え
ば
文
久
二
年
の
七
般
は
、
山
田
屋
治
助
の
神
吉
丸
、
淡
路
屋
普
右
衛
門
の
航

表 224

吉匠lt~ 之助

毛馬隆五郎

木鼠市政

小西新右衛門

西出正十郎

柴医又兵衛

辰産権蔵

常念恒太郎

藤田なか

耕屋似l太郎

万屋栄蔵

塩屋王子兵衛

栄
丸
と
明
宝
丸
、
日
向
屋
義
右
衛
門
の
正
士
口
丸
、
瓜
屋
彦
兵
衛
の
神
栄
丸
、
鍛
冶
監
善
兵
衛
の
住
力
丸
、
和
泉
監
弥
兵
衛
の
万

大

坂

在耳

徳
丸
で
あ
っ
た
。

8r8 

、
I
V
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灘
間
の
う
ち
と
く
に
注

目
さ
れ
る
の
は
御
影
村
で
、

二
四
般
か
ら
一
八
般
を
占

め
て
い
る
。
こ
こ
は
江
戸

積
酒
造
地
と
し
て
も
上
灘

中
組
の
中
心
を
な
し
、
廼

船
に
つ
い
て
は
、
嘉
納
間

族
の
な
か
で
も
嘉
納
治
作

同
治
郎
作
・
同
作
之
助

間
弥
兵
衛
の
名
義
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
で
は
大
坂

幕末期の海遂

伝
法
・
池
悶
・
伊
丹
な
ど
い
ず
れ
も
摂
泉
十
二
郷
に
属
し
、
そ
の
船
主
は
問
時
に
ほ
と
ん
ど
が
江
戸
積
酒
造
家
で
も
あ
っ
た
。
ま
た

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
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鳴

今

西

灘
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第五節

ゆ
く
の
で
あ
る
。

摂
津
以
外
で
は
紀
伊
比
井
浦
、
伊
豆
下
回
、
遠
江
掛
塚
の
他
国
廻
船
も
み
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
次
第
に
樽
廻
船
か
ら
消
え
て

な
お
個
別
的
に
文
久

の
樽
廻
船
八
七
般
の
内
訳
を
、
仕
建
廻
船
問
屋
別
に
一
覧
し
た
の
が
、

間
で
占
め
る
。

世近歴史総延
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竜
福
悦
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山

栄
↓
札
制
禁
制
加

檎
廻
船
の
発
展

と
海
上
輸
送
力

ひ
る
が
え
っ
て
考
え
て
み
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る
に
、
灘
酒
造
業
の
台
頭

三戸 r近｛止海運史の研究a

則
に
あ
た
る
明
和
・
安
永
別
（
一
入
役
紀
後
半
）

に
は
、
得
廼
船
の
船
主
は
大
坂
・
伝
法
・
西
宮

今
津
・
御
影
・
大
石
・
二
ツ
茶
屋
・
神
戸
・
兵

障
の
大
型
弼
船
の
船
持
ち
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か

資料：約木

紀
伊
の
比
井
浦
・
日
行
川
浦
の
廻
船
を
付
船
し
て

、h
g
O

L
t
 
そ
れ
が
発
展
期
の
文
化
・
文
政
則
（

九
枇
紀
初
頭
）
に
は
、
樽
廻
船
仲
間
が
地
域
ご
と

に
結
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
坂
神
廻
船
中

伝
法
持
廻
船
中
・
灘
日
樽
廻
船
中
・
旦
両
得
廻

船
中
・
比
井
持
組
船
中
か
ら
な
っ
て
お
り
、
大

坂
お
よ
び
四
宮
の
樽
廻
船
問
屋
の
差
配
の
も
と

に
運
営
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
天
保
期
（
一
入

~，＇i；米の11:会

一O
J四
回
）
に
入
る
と
、
紀
州
廻
船
は
紀
州
藩

の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
全
面
的
に
菱
垣
廻
船

第五主主

仕
建
に
移
っ
て
い
っ
た
の
を
契
機
に
、
そ
れ
以
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後
は
灘
酒
造
家
自
身
で
お
駆
的
に
樽
廻
船
を
新
造
し
、
手
船
を
も
っ
て
樽
廻
船
の
補
強
に
努
め
て
き
た
。
嘉
、
氷
凶
年
か
ら
幕
末

に
か
け
て
、
持
廻
船
八

O
般
の
う
も
、
灘
澗
造
家
で
そ
の
八

O
%を
所
有
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
九
店
差
配
廻
船
は
文
久
二
年
に
船
株
四
五
般
と
同
定
さ
れ
、
往
時
の
遊
山
一
廻
船
二
ハ

O
般
に
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
少
な
く
、
そ
の
低
落
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
を
栂
廻
船
が
側
商
か
ら
補
強
し
て
い
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
檎
廻
船
に
し
ろ
、
菱
府
一
廻
船
に
し
ろ
、
幕
末
期
と
も
な
れ
ば
、
酒
船
の
大
型
化
と
仕
建
問
数
の
頻
繁
化
に
伴
い
、
交

通
輸
送
力
と
商
品
積
載
能
力
の
点
で
は
、
そ
れ
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
輸
送
生
産
性
の
向
上
が
は
か
ら
れ
た
点
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
時
期
の
大
型
廻
船
は
一

0
0
0石
を
は
る
か
に
超
え
、
平
均

六
O
O石
積
前
後
、

最
大
は
一
八

O
O石
積
も
あ
り
、
廻
船
の
大
型
化
は
一
般
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
程
度
に
な
れ
ば
積
載
し
得
る
酒
待
は

一一一

0
0
0樟
に
も
達
し
、

か
り
に
一
般
で
溜
惜
仰
の
み
を
積
荷
と
し
、

一
年
に
五
往
復
す
る
と
す
れ
ば

（
実
際
に
は
将
仕
建
以
外
に
、

荒
荷
仕
建
や
御
城
米
・
廻
米
仕
建
も
し
て
い
た
が
ご
般
で
延
べ
一
万
符
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
八

O
娘
あ
れ
ば
約
八

O
万
樽
の
輸
送
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
事
実
安
政
問
年
の
江
戸
入
津
樽
数
は
七
九
万
樽
で
あ
っ
て
、

ほ
ぽ
廼
船
数
に
適
し
た

入
津
得
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

兵
庫
津
の
江
戸
穣
問

屋
株
取
立
て
申
請

大
坂
二
十
回
総
江
戸
積
問
屋
仲
間
が
動
揺
し
、
菱
垣
廻
船
問
屋
株
が
空
株
と
な
る
幕
末
期
に
、
兵
庫
津

に
も
そ
の
江
戸
積
株
を
新
規
に
取
り
立
て
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
慶
応
一
一

の
こ
と
で
、
兵
庫
津
名
主
安
田
惣
兵
衛
・
藤
田
議
右
衛
門
・
北
風
荘
布
衛
門
と
、
惣
代
大
橋
克
輔
・
石
原
嘉
左
衛
門
・
槙
並
直

志
郎
の
六
名
が
、
大
阪
二
十
四
組
行
可
に
対
し
出
願
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
兵
庫
津
が
西
国
街
道
の
宿
駅
所
で
あ
り
、
諸
役
人
の
休
拍
御
用
宿
な
ら
び
に
人
馬
継
立
役
を
も
勤
め
て
き
て
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い
る
が
、
最
近
は
と
く
に
人
馬
の
継
立
て
業
務
が
増
加
し
、
加
え
て
大
名
役
人
の
往
来
も
激
し
く
、

役

御
用
宿
・
人
馬
継
立
て
・
役
船
御
用
な
ど
ま
で
嶋
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
に
最
近
は
江
戸
・
大
坂

近

か
ら
の
御
用
荷
物
も
兵
庫
津
が
積
み
替
え
場
所
に
な
っ
て
い
て
、
何
か
に
つ
け
て
臨
時
御
用
の
出
費

日歪史編頂

も
か
さ
ん
で
き
て
い
る
た
め
に
難
渋
し
て
い
る
。

そ
こ
で
新
規
に
大
坂
表
と
同
様
兵
路
津
に
お
い
て

兵庫洋風景〔γーボノレト r日本心

も
諸
指
物
江
戸
詰
仲
間
株
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
株
を
酪
人
に
貸
し
付
け
て
株
料
を
と
り
、
仕
送

り
荷
物
口
銭
の
な
か
か
ら
相
応
の
歩
合
銀
を
徴
収
し
て
、
臨
時
制
御
用
入
授
の
備
え
に
し
た
い
。
さ
ら

に
兵
庫
津
で
江
戸
積
諾
荷
物
を
取
り
扱
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
瀬
取
費
用
や
そ
の
ほ
か
の
手
数
料
・
諾

掛
り
も
の
が
節
約
で
き
、
一
万
付
値
段
も
下
落
す
る
の
で
、
公
儀
の
物
師
引
下
げ
取
締
り
の
趣
出
向
に
も

合
致
し
、
御
府
内
へ
の
廻
着
荷
物
も
増
加
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
兵
路
津
の
要
望
に
対
し
て
、
大
坂
ニ
十
四
組
江
戸
店
問
屋
は
も
ち
ろ
ん
反
対
し
た
。

そ
の
理

出
は
、
兵
路
津
は
も
と
も
と
地
元
で
物
を
生
産
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
多
く
は
他
地
方
の
商
品
を

写真 168

仕
込
ん
で
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
所
柄
で
あ
る
、
な
か
で
も
間
関
筋
か
ら
廼
着
す
る
諸
荷
物
を
主

と
し
て
引
き
受
け
、
そ
れ
を
御
府
内
は
じ
め
諸
国
へ
廼
送
す
る
と
い
っ
た
仲
継
商
売
を
し
て
い
る
の

で
、
兵
庫
津
に
お
い
て
江
戸
積
株
が
免
許
さ
れ
て
は
、

た
ち
ま
ち
蒔
口
問
の
せ
り
合
い
と
値
引
き
続
争

が
激
し
く
な
っ
て
、
大
坂
へ
の
想
世
一
夜
間
口
聞
が
減
少
し
、
ニ
十
四
組
問
屋

同
が
差
し
支
え
難
渋
す
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
、
そ
れ
に
江
戸
廻
送
を
業
務
と
す
る
荷
諮
問
麗
や
諸
商
人
な
ら
び
に
下
職
運
送

人
潟
や
川
内
土
持
・
茶
船
そ
の
ほ
か
小
前
の
者
、

823 

日
稼
ぎ
の
者
に
い
た
る
ま
で
、

一
一
阿
波
肢
に
差
し
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’、

昨
ω
r
l
d

つ
ま
る
と
こ
ろ
「
土
地
一
体
の
表
敬
し
に
お
ち
い
る
こ
と
は
必
五
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

近
枇
を
通
じ
て
、
大
坂
が
蔵
米
市
場
、
放
物
市
場
と
し
て
存
在
し
た
の
に
対
し
、
兵
時
凶
作
は
民
間
前
人
の
取
り
扱
う
納
屋
物

を
第
一
に
取
引
臨
売
し
て
き
で
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
、
兵
路
沖
は
山
内
じ
ふ
人
坂
湾
内
の
港
町
と
し
て
の
立
地
条
件
に
あ
り
な
が

ら
、
た
え
ず
大
坂
の
問
屋
仲
間
の
来
制
、
お
よ
び
そ
の
商
問
の
枠
か
ら
開
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
菱
同
一
廻
船
問
屋
は
大

坂
、
得
廼
船
問
屋
は
大
坂
と
間
宮
に
公
認
さ
れ
て
も
、

つ
い
に

に
お
い
て
そ
の
廻
船
仕
建
て
の
つ
杭
所
の
特
権
L

を
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
近
陛
最
後
の
援
応

の
丘
（
路
沖
に
お
け
る
江
戸
杭
問
屋
株
取
立
て
の
要
求

も
、
つ
い
に
大
坂
問
屋
拘
人
の
前
に

し
く
出
折
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

2 

樽
廻
船
経
営
の
実
態

実
務
船
と

食
器
悦
紛

海
運
経
営
と
い
う
視
点
か
ら
近
世
海
運
を
み
た
場
合
、
他
の

般
諮
産
業
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
運
送
か
ら
他

人
運
送
へ
の
発
展
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
自
己
運
送
形
態
と
は
自
己
の
船
献
で
も
っ
て
稲
荷
の
売
買
を
行
う
賀

新
船
を
さ
し
、
他
人
運
送
と
は
荷
主
か
ら
依
願
さ
れ
て
運
賃
を
と
っ
て
積
荷
の
輸
送
業
務
に
従
事
す
る
民
積
船
の
こ
と
で
あ
る
。

前
者
の
代
表
的
な
怖
が
北
前
船
で
あ
り
、
後
者
が
菱
現
廻
船
・
枠
組
船
に
典
型
的
に
み
と
め
ら
れ
る
（
障
さ
。

近
世
に
お
い
て
運
賃
較
を
主
と
し
た
海
運
業
が
成
立
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
遠
問
地
問
商
業
取
引
に
お
い
て
、
臨
品
輸
送
業

務
・
商
品
保
管
業
務
と
商
品
売
買
業
務
が
機
能
的
に
分
化
し
、
取
引
が
荷
主
と
杭
出
産
・
荷
受
問
障
の
間
で
決
済
さ
れ
る
仕
組

み
が
必
要
で
、
海
上
輸
送
は
こ
の
商
業
取
引
に
付
随
し
て
、
安
定
的
に
そ
の
機
能
な
果
た
ぜ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

824 幕式ミの社会会fDii＇主



事
実
前
述
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
お
け
る
江
戸
十
組
問
屋
の
成
立
も
、
上
方
・
江
戸
間
の
識
人
荷
物
を
運
搬
す
る
廻
船
業

の
横
暴
に
対
し
て
、
荷
主
仲
間
た
る
江
戸
間
毘
仲
間
が
磁
械
的
に
海
上
輸
送
の
掌
握
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
そ
れ

自
体
元
掠
期
の
間
麗
商
人
の
成
長
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
菱
垣
廻
船
問
屋
に
よ
る
菱
垣
廻
船
の
運
営
を
十
組
問
屋

幕末期の海運

送り

第五節

〔資積船〕
(A:t也）

ー代

廻船
艇；：t.＝荷主

で
掌
握
し
、
安
定
化
、
を
滋
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。

商品輸送と取引形態（公約船とZ碕f船〉

さ
ら
に
運
賃
艇
が
成
立
す
る
条
件
と
し
て
、
海
損
の
処

理
が
商
人
間
で
、
ま
た
は
問
屋
間
で
決
済
さ
れ
る
仕
組
み

の
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
菱
垣

廻
船
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
種
々
雑
多
な
商
品
が
混
載
さ
れ

て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、

廻
船
が
江
戸
問
屋
の
仕
入
れ
荷
物
（
注
文
荷
物
）
、

樽
廻
船

が
上
方
酒
造
家
の
送
り
荷
物
（
委
託
荷
物
）
と
い
う
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、

い
ず
れ
も
江
戸
十
組
問
屋
も
し
く
は
江
戸

!Zl 57 

積
摂
泉
十
ニ
郷
酒
造
仲
間
と
廻
船
間
監
と
の
間
で
の
海
難

処
理
を
め
ぐ
る
規
定
が
法
制
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
後
に
述
べ
る
買
取
船
と
し
て
の
北
前
’
船
の
場

iJl: 近E査史審議m825 



合
は
、
商
業
取
引
機
能
と
運
送
機
能
と
が
未
分
化
の
状
態
に
あ
り
、
遠
隔
地
問
の
価
格
差
に
基
づ
い
て
商
業
利
潤
が
取
得
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
船
主
自
ら
が
船
に
乗
る
直
乗
り
船
践
に
し
ろ
、
船
主
が
加
に
船
頭
、
を
雇
う
沖
船
頭
（
こ

の
場
合
船
主
ム
が
船
頭
に
託
し
て
税
荷
購
入
資
金
を
激
過
す
る
）
に
し
ろ
、
積
荷
の
売
買

切
の
業
務
は
こ
の
船
践
が
取
り
仕
切
っ
た
。

し
た
が
っ
て
累
積
船
の
特
徴
は
、
自
己
運
送
形
態
に
あ
り
、
安
く
買
っ
て
高
く
売
る
と
い
う
一
般
商
品
取
引
が
中
心
で
あ
っ
て
、

運
送
業
務
は
こ
の
売
買
取
引
に
付
随
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
放
に
た
と
え
海
難
事
故
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
荷
主

で
も
あ
る
船
主
の
つ
船
損
、
荷
損
」
の
単
独
海
損
と
な
る
。

鏡
穣
船
と

廻
船
加
入

運
賃
積
を
主
体
と
す
る
菱
垣
廻
船
や
得
廼
船
の
場
合
は
、
廻
船
を
所
有
す
る
船
主
は
臼
呂
の

存
で
廻
船
を
仕

建
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
廻
船
は
必
ず
仕
建
問
屋
と
し
て
の
業
務
を
専
業
と
す
る
廻
船
湖
底
へ
付
船
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
船
主
は
積
荷
の
集
荷
か
ら
船
付
、
仕
建
業
務
に
い
た
る
ま
で
を
、
す
べ
て
廻
船
問
屋
に
委
託

し
、
こ
れ
ら

切
の
廻
船
運
営
の
業
務
は
こ
の
廻
船
問
屋
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。

し
か
し
海
難
事
故
に
よ
る
損
害
は
結
局
再

主
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
荷
主
側
か
ら
も
安
定
し
た
海
上
輸
送
を
確
保
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
荷
主
側
で
海
上
輸
送
に
責
任
を
負
い
、
そ
の
輸
送
体
制
を
強
化
し
て
ゆ
く
方
法
と
し
て
次
の
ニ
つ
の
形
態
が
あ

っ
た
。
第
一
は
、
荷
主
た
と
え
ば
酒
荷
の
場
合
な
ら
酒
造
家
自
身
が
手
船
を
持
っ
て
船
主
と
な
り
、
そ
の
廻
船
を
樽
廻
船
仕
建

と
し
て
廻
船
問
屋
に
付
船
し
て
ゆ
く
形
態
で
、

い
わ
ば
荷
主
の
直
接
的
支
配
形
態
で
あ
る
。
荷
主
と
し
て
の
酒
造
家
が
、
そ
の

蓄
積
利
潤
の
な
か
か
ら
あ
え
て
銀
八

O
貫
目
か
ら
一

O
O寅
日
を
投
じ
、
廻
船
を
新
造
・
購
入
す
る
の
も
、
江
戸
積
を
本
命
と

す
る
下
り
澗
の
場
合
は
、
特
に
輸
送
部
門
の
強
化
が
生
産
部
門
と
並
ん
で
重
要
な
投
資
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
ニ
は
、
廻
船
の
建
造
費
や
廻
船
仕
建
の
資
金
の
一
部
を
荷
主
同
士
で
共
同
出
資
し
て
負
担
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
が
廻

826 第五m幕末の社会



船
加
入
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

寸
加
入
」
と
は
単
な
る
参
加
で
は
な
く
て
、
資
本
参
加
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
廻
船
加
入
す
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
荷
主
が
摺
造
家
の
場
合
は
、
共
同
し
て
樽
廻
船
を
新
造
し
、
開
業
者
の
必
要
と
す
る

樗
廻
船
に
資
金
援
助
し
、
あ
わ
せ
て
酒
荷
輸
送
の
た
め
に
確
実
な
船
腹
を
磯
保
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
酒
造
家
側
か
ら

み
る
と
、
先
の
縛
廻
船
の
直
接
的
支
配
形
態
に
対
し
、
こ
れ
は
隣
接
的
な
支
配
形
態
な
い
し
加
入
形
態
と
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
よ

;-
ノ。

こ
の
よ
う
な
荷
主
に
よ
る
廻
船
支
配
の
形
態
は
、
樽
廻
船
に
探
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
菱
壇
廻
船
の
場
合
で
も
、
江
戸
十
組

問
屋
仲
間
の
「
荷
主
共
手
船
定
一
路
」
と
か
「
十
組
問
毘
共
有
船
」
の
形
止
を
と
っ
て
、
江
戸
関
屋
商
人
が
廻
船
支
配
に
積
極
的
に

参
加
し
た
。
そ
れ
も
潜
損
を
荷
主
側
が
一
方
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
当
時
の
運
賃
積
の
実
清
で
は
、
当
然

取
ら
れ
る
べ
き
措
置
で
あ
っ
た
。

廻
船
加
入

の
ニ
類
型

さ
て
廼
船
加
入
に
も
、
①
徳
用
配
分
型
と
②
年
賦
償
還
型
の
こ
類
型
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
廻
船
加
入
証
文
に
よ

っ
て
例
示
し
て
み
よ
う
（
図
犯
－
mw
）。

①
徳
用
配
分
型
は
、
次
の
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
川
加
入
歩
方
銀
に
対
し
て
、
毎
年
徳
用
銀
を
そ
の
加
入
歩
方
に
応
じ
て

幕末期の海運

配
当
割
賦
す
る
、
例
も
し
買
積
の
と
き
に
は
、
定
運
賃
を
も
っ
て
勘
定
す
る
、
同
作
事
（
修
理
修
復
）
・
船
具
類
の
購
入
の
と
き

に
は
、
加
入
歩
方
に
応
じ
て
出
銀
ず
る
の
一
一
一
点
が
基
本
骨
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
何
加
入
銀
の
返
済
を
請
求
し
た
と
き

に
は
、
そ
の
時
の
廻
船
の
時
価
に
応
じ
て
受
け
取
る
、
開
損
銀
の
と
き
に
は
そ
の
損
銀
績
を
加
入
歩
方
に
応
じ
て
負
担
す
る
、

第五節

川

w船
主
が
勝
手
に
廻
船
を
売
却
し
た
り
質
物
に
差
し
入
れ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
、
な
ど
を
敢
り
決
め
た
証
文
も
あ
る
。

ま
た
＠
年
賦
償
還
一
型
に
つ
い
て
は
、

ω加
入
歩
方
銀
は
年
五
朱
（
五
%
）
の
利
息
で
一

0
ヵ
年
賦
返
済
と
す
る
、
仰
そ
の
一
カ

世近E霊史講話盗827 
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弐ままじ凡 長は候 五り 夏正叫 は ー守 、 分宛拾七 千

覇 可御豊作年尤為は は毎積年年拾迄市 匁五 悦子船事丸 代銀百 七百
衛 何韓ケ、県六積石 書
殿 月候法 荷耀運限！年！武元、上ルへ拾五

持後 二て 貨ニ 返済壱合利 は 盟壱貢日 貫但し説嘉丸 入

方引 も て ニ 〆 年五 也目惣乗出 立証事文

間 船主 之日｛見卸弐拾、差御相立弐百朱之加御 一六
藤居間 加理船送 引、七利入 し郎乗
問 弁 り太可壱拾五相立足被成 俊

｛兵芦 屋 入被可下無ツ、被成年ニ匁也 下

街 助 証的主候、相語下候、盟 、拾ヶ怯ー

印 印 実てH海勿論入御百弐姶担亥年此年分合 前ー
内可詰七 草

年
の
返
済
額
は
、
毎
年
運
賃
銀
を
も
っ
て
援
し
引
き
決

済
す
る
、
例
手
酒
の
松
方
に
つ
い
て
、

い
か
ほ
ど
荷
ぜ

り
で
あ
っ
て
も

と
し
て

仕
挫
に
一
一

O
駄
ず

つ
は
顧
み
入
れ
る
、

の
一
一
一
点
を
骨
子
と
す
る
が
、
他
に

~船加l 入註文（徳府配分裂〕

川
刊
作
事
の
年
に
は
返
済
を
見
送
る
と
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。廻

船
加
入
証
文
の
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
亭
保
十

九
（
一
七
三
郎
）
年
に
、
西
宮
の
座
古
屋
万
一
一
一
郎
船
（
九
五

O
石
積
の
相
生
丸
）
の
新
造
代
銀
一
一
五
貫
聞
に
対
し
、
伊

丹
酒
造
家
の
紙
屋
八
在
衛
門
が

歩
（
一

C
M月
）
加
入
し

た
証
文
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
類
型
で
い
え

際.I 58 

ば
、
①
徳
用
配
分
型
で
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
天
保

期
以
前
ま
で
は
こ
の
形
態
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
が
②
年
賦
償
還
型
の
廻
船
加
入
に
移
つ

て
ゆ
く
の
は
幕
末
期
で
、
特
に
安
政
期
以
降
に
顕
著
に

な
っ
て
い
る
。

」
の
点
に
つ
い
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

月
の
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幕末期の海運

し尤 f士然 右之 一
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殿 一、仕い勘定仕 よ貫一 廻方船自
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力日 可 f置~ 此
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応、可時子

第五節

「
新
酒
番
船
積
方
市
中
ム
口
書
」
に
よ
る
と
、

一
般
の
積
荷

t立・

官
問
、
伊
｝

一
O
駄
と
し
て
、
そ
の
う
ち
八

O
O駄
は
摂

近

泉
十
一
一
郷
の
各
郷
平
等
の
積
方
の
原
則
に
基
づ
い
て
割

日霊災者詰Ill

り
付
け
る
が
、
残
り
一
一
一

O
O駄
は
と
く
に
手
船
を
樽
廻

廻船力II入証文（年賦役滋君主〉

船
と
し
て
付
船
し
て
い
る
船
主
や
、
廻
船
加
入
し
て
い

る
荷
主
に
、
鐙
先
的
に
割
り
付
け
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
③
年
賦
鍛
還
型
の
場
合
で
も
、

仕
建
ご
と
に

O
駄
の
「
定
積
」
を
認
め
て
い
る
の
と

対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
天
保

十

（
一
八
四
一
）
の
株
仲
間
停
止
を
契
機
に
問
廻
船

の
積
荷
区
分
が
な
く
な
り
、
加
え
て
菱
額
廼
船
の
没
落

!Zl 59 

に
よ
る
廻
船
総
数
の
減
少
と
い
う
幕
末
期
の
海
運
事
情

止
を
背
景
に
、
荷
ぜ
り
現
象
が
は
げ
し
く
な
っ
て
ゆ
く
な

か
で
、
廻
船
加
入
形
態
も
、
そ
れ
ま
で
の
単
な
る
共
同

出
資
型
の
①
徳
用
配
分
型
か
ら
、
む
し
ろ
一
仕
建
ご
と

の
つ
定
積
」
を
保
証
す
る
②
年
賦
償
還
型
に
移
っ
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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樽
廻
船
経
営

と
帳
簿
組
織

得
廻
船
経
営
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
輸
送
と
取
引
の
流
れ
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
荷
主
か
ら
の
稲
荷

を
集
め
て
廻
船
仕
建
業
務
会
｝
行
う
の
が
、
大
坂
伝
法
八
軒
・
西
宮
六
析
の
樽
廻
船
問
屋
で
あ
る
。
杭
問
屋
と

か
仕
建
問
同
僚
と
も
い
わ
れ
た
。
集
め
た
荷
を
手
船
も
し
く
は
船
主
か
ら
付
け
ら
れ
た
付
船
に
和
む
。
そ
の
時
積
荷
は
摂
泉
十
二

郷
で
の
各
郷
平
等
の
積
方
の
原
則
を
は
じ
め
と
す
る
中
合
せ
な
ど
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
荷
主
よ
り
運
賃
を
徴

収
す
る
。

無
事
江
戸
へ
到
着
し
た
積
荷
は
、
品
川
沖
か
ら
瀬
取
船
で
新
川
下
り
瀬
間
農
の
放
に
納
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
瀬
取
と
水
揚
の

業
務
を
請
け
負
っ
た
の
が
江
戸
樗
廻
船
間
監
一
一
一
軒
で
、
神
廻
船
問
屋
は
上
方
・
江
戸
間
で
の
十
分
な
連
繋
の
も
と
に
運
営
さ
れ

て
い
た
。
下
り
酒
間
口
肢
は
、
こ
の
到
着
し
た
荷
を
販
売
し
て
代
金
を
荷
主
に
送
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
下
り
酒
の
流
通
機
構
は
、
瀬
造
家
と
し
て
の
荷
主
と
そ
の
澗
荷
を
販
売
す
る
酒
問
屋
と
の
間
に
、
廼
紛

仕
建
の
権
利
を
有
す
る
廻
船
問
屋
が
上
方
と
江
戸
と
に
介
在
し
て
輸
送
業
務
に
従
事
す
る
形
で
成
立
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

た
と
え
荷
主
と
し
て
の
沼
造
家
が
船
主
と
し
て
待
廻
船
を
所
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
手
船
に
手
澗
を
積
み
込
ん
で
勝
手

に
出
帆
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
廻
船
は
必
ず
廻
船
問
屋
へ
付
船
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
樽
廻
船
全
体
の

運
営
や
積
荷
た
る
酒
荷
運
賃
は
、
こ
の
荷
主
連
合
と
し
て
の
摂
雨
水
十
二
郷
酒
造
家
仲
間
の
規
制
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
廻
船
積
荷
仕
法
や
廻
船
仕
建
定
法
が
仲
間
法
規
と
し
て
確
立
し
て
く
る
の
が
宋
燃
か
ら
明
和
・
安
、
氷
別
に
か
け

て
で
あ
り
、
こ
れ
ら
仲
間
法
規
の
確
立
を
前
提
に
、
運
賃
抑
制
仕
法
も
定
着
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
船
主
と
荷
主
と
狙
船
問
展
と
消
防
毘
が
、
そ
れ
ぞ
れ
機
能
的
に
分
化
し
、

し
か
も
仲
間
仕
法
と
し
て
一
貫
性
を
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も
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
、
同
氏
穂
船
と
は
異
な
る
運
賃
顧
の
廻
船
経
営
の
特
患
が
み
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
樽
廻
船
経
営
の
実
態
を
史
料
に
そ
く
し
て
整
理
し
、
図
示
し
た
の
が
関

ω
で
あ
る
。
樽
廻
船
の
経
営
主
体
は
船
主

で
あ
り
、
廻
船
経
営
の
収
支
計
算
は
、
船
主
の
も
と
で
「
惣
勘
定
帳
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
の
主
な
も
の
は
、
廻

幕末期の海巡第五節

(A）ー（B）＝徳用銀（利主主）

船
問
屋
を
通
じ
て
入
っ
て
く
る
運
賃
収

入
、
廻
船
の
運
航
に
必
要
な
諸
経
費
、

送
付
先
で
の
間
送
そ
の
他
に
要
す
る
費

用
に
か
か
わ
る
「
下
り
銀
」
の
過
不
足

持廻船経営の実態と~·長簿組織

尻
、
さ
ら
に
は
廻
輸
の
修
理
費
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
実
態
に
即
し
て
み
て

み
よ
う
。
ま
ず
廻
船
の
運
営
と
い
う
間
で
は
組

船
間
庭
に
権
限
と
し
て
そ
の
業
務
が
任

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
廼
船
問
屋
は
ま

｜苅 60

ず
依
頼
さ
れ
た
結
花
の
運
賃
を
荷
主
か

ら
徴
収
す
る
。

」
の
運
賃
は
一
部
江
戸
で
の
流
通
貨

に
占
め
て
る

「山下

り
銀
」

（

一

O
駄
に
つ
き

近世歴史謀議頂831 



「藤田常之助船荷物絞手

板J （表紙）

抑制一

O
匁
）
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

目
、
ノ

P
A品
川
川
‘
ぺ
／
、

」

U
4／
ふ

μ
ふ

μ
パレ
v

廻
船
問
箆
r
け
’
山
河
の
手
数
料
と
し
て
の
間
口
既
日
銭
と
小
廻
し
託

な
ど
が
差
し
引
か
れ
て
船
主
に
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
収
支
明

細
書
が
っ
仕
切
状
」
で
、

年
間
の
決
済
を
し
た
の
が
つ
仕

切
目
録
」
で
あ
る
。

写真 169

な
お
問
屋
口
銭
は
安
、
氷
凶
年
（
一
七
七
五
）
に
は
酒
裕
一

O

駄
に
つ
き
銀
ニ
匁
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
銀
三
匁
八

0
0駄
と
す
れ
ば
、
問
屋
日
銭
は
五
七

O
匁
で
、
こ
れ
が
樽
廻
船
間
監
の
収
入
と
な
る
。

分
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
持
廻
船
一
般
の
積
荷
高
一
一
ム

「
道
中
諸
遺
帳
」
は
上
方
か
ら
江
戸
ま
で
の
海
上
輸
送
途
上
に
要
し
た
費
用
で
、
実
際
に
は
沖
船
頭
が
記
帳
し
、
そ
れ
に
水
主

賃
銀
な
ど
も
加
え
た
も
の
が
「
道
中
諮
遺
賃
銀
諾
入
用
帳
」
で
、
も
ち
ろ
ん
船
主
が
惣
勘
定
帳
の
な
か
で
決
済
す
る
。
道
中
遣
い

の
ま
な
も
の
は
、
船
頭
・
水
主
な
ど
の
乗
組
員
の
食
費
と
寄
港
地
で
の
宿
質
、
付
船
の
祝
犠
、
神
社
へ
の
初
穂
料
な
ど
で
あ
る
。

寸
船
荷
物
積
手
板
」
は
、
廻
船
問
患
が
酒
荷
の
銘
柄
、
荷
主
と
そ
の
送
り
先
（
酒
問
屋
）
、

駄
数
、
下
り
銀
を
明
記
し
て
船
頭

に
託
す
積
手
板
（
一
種
の
船
荷
証
券
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
江
戸
の
樽
廻
船
問
屋
で
は
こ
れ
を
点
検
し
た
う
え
で
、
消
荷

を
酒
問
屋
へ
蔵
入
れ
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
廻
船
問
屋
は
酒
関
屋
よ
り
つ
下
り
銀
」
を
受
け
取
り
、
こ
れ
は
歳
前
改
め
な
ど
の

費
用
に
あ
て
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
樽
代
（
樽
を
取
り
か
え
る
）
、
持
痛
み
、
問
屋
口
一
銭
（
江
戸
樽
廻
船
問
屋
の
口
銭
で
、
一

O
駄
に
つ

き
銀
一
匁
）
、
取
次
料
（
一

O
駄
に
つ
き
銀
一
分
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
費
用
が
問
屋
よ
り
受
け
取
る
下
り
銀
よ
り
多
い
と
き
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グ
」
十
i
h

、

ム
ル
沖
船
頭
が
立
て
替
え
て
、
帰
国
後
に
船
主
よ
り
受
け
取
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
船
頭
支
払
超
過
の
と
き
に
は
、
船
主

の
惣
勘
定
帳
で
は
「
江
戸
手
板
尻
不
足
」
と
し
て
支
出
項
目
に
、
船
頭
の
手
元
に
残
金
が
あ
れ
ば
「
江
戸
手
板
尻
受
取
」
と
し

て
収
入
項
目
に
記
載
さ
れ
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
船
主
は
廼
船
問
屋
よ
り
受
け
取
る
「
仕
切
目
録
」
と
、
沖
船
頭
よ
り
の
「
道
中
諸
遺
資
銀
諾
入
用
帳
L

、

そ
れ
に
江
戸
樽
廻
船
問
屋
が
沖
船
頭
に
託
し
て
手
渡
さ
れ
る
寸
船
荷
物
積
手
板
」
に
よ
っ
て
、

一
仕
建
ご
と
の
収
支
計
算
が
な

さ
れ
、
徳
用
銀
（
利
益
）
が
算
出
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
船
主
は

カ
年
と
か
一
一
、
一
一
一
年
分
な
ま
と
め
て
、
徳
用
銀
を

集
計
し
、
そ
こ
か
ら
廻
船
小
道
具
購
入
費
や
修
繕
・
諸
入
用
な
ど
の
雑
費
な
差
し
引
い
て
、
当
該
期
間
の
正
味
徳
用
銀
を
算
定

す
る
。
こ
の
正
味
徳
用
銀
が
船
主
の
純
利
益
で
あ
る
が
、
も
し
廻
船
加
入
契
約
が
あ
れ
ば
、
こ
の
中
か
ら
加
入
歩
方
に
応
じ
て

利
益
が
配
分
さ
れ
た
。

本
嘉
納
家
の
持
船

と
船
頭
・
水
、
支

御
影
村
の
有
力
江
戸
街
酒
造
家
で
あ
る
嘉
納

統
の
う
ち
、
本
嘉
納
家
に
あ
た
る
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
、

天
保
年
間
に
は

O
蔵
の
瀬
造
蔵
を
も
っ
て
酒
造
経
営
止
を
行
う
と
開
時
に
、
廻
船
を
も
所
有
し
、
樽
廻

船
経
営
へ
の
進
出
に
も
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

幕末期の海運

た
だ
そ
の
場
合
、
本
家
治
郎
右
衛
門
は
経
営
主
体
を
専
ら
酒
造
部
門
に
お
き
、
輸
送
部
門
は
そ
の
分
家
筋
に
あ
た
る
嘉
納
治

作
な
ど
の
名
義
で
廻
船
を
所
有
し
、
海
運
業
に
も
活
躍
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
嘉
、
氷
四
年
（
一
八
五

）
の
「
持
趨
船
名
前
帳
」

に
よ
れ
ば
、
待
廻
船
八

O
般
の
う
ち
、
嘉
納
治
作
持
船
は
住
徳
丸
、
嘉
mm丸
、
依
光
丸
、
嘉
納
丸
の
山
般
、
嘉
納
装
古
持
船
と

第：ぶ節

し
て
、
嘉
照
丸
、
高
正
丸
の
二
娘
、
嘉
納
弥
兵
衛
持
船
と
し
て
は
嘉
通
丸
、
弁
才
丸
の
二
般
が
樽
廻
船
稼
働
船
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
。
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嘉納治「F船の乗組員とそのIL¥身地

名｜年齢｜

やl

山川hAfl， 

や11船頭 安蔵 46 安芸悶，It'；三三ツ庄村

続取 夜兵衛 43 安芸図/ii；特；1詰11
水 ~J:. 竹次郎 28 安芸悶，I~）；：：三ツ庄村

II 伊兵衛｜ 28 ，， 

II 音蔵 26 ／／ 

／／ 定 吉 26 出家美保関

II ＇！§；＇作 30 安芸悶王寺担~t打ll
／／ 喜代蔵 22 安芸国為ゴ二生評！？

II f色蔵 23 安芸国，F.：；三ツ庄村

／／ 安兵衛 30 安芸瀬戸間王寺中松

II 伊勢8'I 26 安芸図鳥鋭む11
／／ 次兵衛 30 長fllj下関

／／ rl! 蔵 24 安芸悶尚三ツ庄村

炊 松蔵 14 安芸悶j誌鋭i!II
員有 岩松

林蔵

」きIL¥ 

表 227

名｜氏役

資料： eic~チI＇家文:t~~ 上主主（市Hll泰行口lf]'J:_:jSf, I ) 

ま
た
慶
応
三
年
三
八
六
七
）
に

の
船
大

工
・
大
松
屋
武
兵
衛
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
菱
誼
廻

船
の
倣
見
丸
も
嘉
納
治
作
の
持
船
で
、
そ
の
規
模
は

船
長
五
丈
一
尺
五
寸
、
船
幅

一
尺
、
深
さ
二
人

一
一
パ
五
寸
、
実
結
石
数
二
一
一
一

O
O石
の
大
型
廻
船
で
、

そ
の
建
造
費
も
殺
人
に
八
五

O
阿
と
い
う
当
時
と
し
て

は
校
目
さ
れ
た
大
型
船
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
次
に
述
べ
る
屯
徳
丸
は
直
接
木
嘉
納
家
の

持
船
で
あ
る
が
、
石
見
浜
国
外
ノ
油
の
廻
船
問
屋
清

（
一
八
四
八
）
九
月
二
十
五
日
に
箱
館
登
り
の
と
き
に
入
港
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

水
産
の
「
諸
国
御
客
船
帳
」
に
よ
る
と
、
嘉
、
水
一
万
年

さ
て
、
嘉
納
治
作
の
持
船
（
お
そ
ら
く
敏
光
丸
と
思
わ
れ
る
）
が
、
嘉
、
氷
五
年
十
一
月
八
日
に
酒
を
は
じ
め
水
油
・
綿
・
藍
玉
・

茶
・
鰹
節
な
ど
の
荒
荷
を
積
み
込
み
、
江
戸
へ
廻
送
中
の
と
こ
ろ
、
同
月
十
凶
日
志
摩
大
王
崎
で
難
船
し
、
荷
打
ち
を
し
て
そ

の
ま
ま
伊
豆
の
下
回
捺
へ
た
ど
り
つ
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
乗
組
員
は
紳
船
頭
以
下
二
ハ
人
、
沖
船

頭
保
蔵
（
安
蔵
）
は
安
芸
悶
島
出
身
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
判
明
す
る
乗
組
員
の
出
身
地
は
、
表
仰
の
通
り
で
あ
る
が
船
頭
と
向
じ

悶
島
出
身
者
が
多
い
。
こ
れ
は
荷
打
ち
で
下
回
湊
へ
入
港
し
た
と
き
、
積
荷
を
不
正
売
却
し
た
か
ど
で
取
調
べ
を
受
け
、
出
身

か
し
ι
ぎ

と
年
齢
が
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
船
頭
・
梓
取
と
炊
以
外
は
、
大
体
二
一
一
歳
か
ら
一
一
一

O
歳
ま
で
の
若
者
で
占
め
ら

834 千年;f~の社会第五主主



れ
て
い
る
。
ま
た
一
般
に
乗
組
員
は
船
頭
と
同
村
な
い
し
近
隣
府
住
者
で
い
ー
は
め
ら
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
持
明
治
船
や
上
方
廼
船

の
沖
船
頭
や
水
主
は
、
安
芸
悶
島
・
瀬
戸
田
や
納
な
ど
、
瀬
戸
内
海
地
域
の
出
’
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
IJIJ 
述

菱
国
廻
船
紋
晃
丸
の
場
合
は
一
七
人
乗
り
で
沖
船
頭
は
砂
太
郎
と
い
い
、
や
は
り
安
芸
閥
均
出
身
で
あ
っ
た
っ

役
名
と
し
て
の
沖
船
頭
は
、
船
主
に
よ
っ
て
一
服
わ
れ
た
も
の
で
、
航
海
上
ま
た
取
引
上
の

お
も
て
し

と
で
あ
る
。
持
取
は
北
前
船
で
い
う
表
仕
の
こ
と
で
、
水
路
お
よ
び
航
海
に
関
す
る
任
務
担
当
者
で
あ
る
3

怖
は
「
問
廻
り
」

と
か
北
前
船
で
は
「
知
工
」
と
よ
ば
れ
、
船
内
の
会
計
事
務
を
担
当
し
た
。
そ
れ
以
外
の
水
主
は
一
級
乗
紹
口
氏
で

切
の
責
任
を
も
っ
た
船
長
の
こ

、山
t

t
v
d手
」

と
も
よ
ば
れ
、
炊
は
見
習
水
夫
で
、
炊
事
・
掃
除
な
ど
一
切
の
雑
務
を
約
一
当
し
、
船
内
で
の
最
年
少
者
で
あ
っ
た
。

鐘
徳
丸
の
新
造
・

作
率
と
稼
働
状
況

亀
徳
丸
の
稼
働
期
間
は
、
天
保
十
四
年
の
新
造
よ
り
、
万
延
一
万
年
（
一
八
六
O
）
一
一
一
月
の
破
船
に
い
た
る

七
年
間
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
天
保
十
四
年
五
月
よ
り
嘉
永
七
年
九
月
ま
で
は
松
前
・
エ
ト
ロ
ブ
へ
の

同
氏
積
船
と
し
て
活
躍
し
、

し
か
も
そ
の
コ

I
ス
も
凶
廻
り
の
み
な
ら
ず
、
主
と
し
て
東
廻
り
航
路
な
と
っ
て
い
る
。

そ
の
後
大

作
事
を
し
て
安
政
二
年
四
月
か
ら
万
延
一
万
年
一
一
一
月
ま
で
は
掛
川
廻
船
と
し
て
運
賃
積
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
前
半
は
買
積
船

と
し
て
、
後
半
は
博
廻
船
仕
建
と
な
っ
て
運
賃
較
の
廻
船
経
営
を
行
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

;flj;;jミ期の海運

そ
こ
で
ま
ず
亀
徳
丸
の
新
造
・
作
事
修
復
を
一
覧
し
た
の
が
、

別
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
に
こ
の
千
二
百
石
積
廻
船
が
出

帆
で
き
る
ま
で
に
要
し
た
作
事
道
具
代
は
合
計
銀
七
五
質
問
余
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
新
し
く
廻
船
経
営
が
始
ま
る
。

7FC
円
J
h
q

交
笠
削

J

L

4
官
三
プ

永
三
年
に
松
前
登
り
の
節
難
船
し
、
仮
本
的
な
大
作
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
じ
カ
年
間
に
あ
げ
た
廻
船
徳
用
銀
総
計
は
、
表

第五節

間

ωに
示
し
た
よ
う
に
六
五
貫
匁
余
で
あ
る
の
で
、
差
引
き
約
一

O
投
匁
が
未
償
還
の
ま
ま
と
な
る
。

笈
加
、
氷

作
事
は
五
月
六
日
の
針
初
め
か
ら
六
月
二
十
日
の
船
却
し
ま
で
約
一
カ
月
半
を
裂
し
、
作
事
に
要
し
た
技
用
は

世近総92議長！競83ラ



嘉納治郎右衛門手船i~徳丸の新造・作事：修復一覧表 228

量チ
ザ

用入廿可
H
γ
l
 

具道

日
L

足

吋

不．， 

山

城

t

梁

η
叫
引

繍

暗

部

4
咽

4品
T

』
は
げ

妬
批
”
附
計

nv
一
げ
は
関
与
－

一
日
…
出
酌
合

術全長

E空匁
50.993. 27 

代

天保14年4月

月年

4丈3尺

7尺2寸

2丈 2尺9寸

元船小直し造替代（松前行の節難船のため）

棟梁安右衛門

5月6日新初

5月181ヨ航鋸

6月11日筒立

6月20日船卸

航長さ

深さ

腰当

38.376.03 嘉永3年 5月

諸材木代・大工木引・諸釘・銭代その他

梢の部

梶の音G

＊答・なんば類

足し道具の部

合計

熊野屋勘兵衛別段IH情持参
差引

元船より持来り諸道具代

合計

79.275.54 

16.909.30 

5.508.50 

1. 161. 58 

525. 11 

113. 380. 03 

84 

112.627.19 

00 

127.627.19 

芸評永7年10月

安政2年4月

より策廻りの途中松前にて破船万延元年3月

一
一
一
入
賞
匁
余
で
あ
る
。
先
の

投
下
資
本
は
米
関
収
の
ま
ま
、

さ
ら
に
新
た
な
追
加
投
資
な

迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
表
問
∞
の
徳
用

銀
を
み
て
み
る
と
、
嘉
永
七

年
十
月
の
阿
波
塩
仕
建
ま
で

資料：天保13年 rt島徳丸勘定帳」〈「木嘉納家ぅ主主？」〉

の
四
カ
年
間
に
松
前
・
択
捉

交
易
に
よ
っ
て
凹
八
貫
自
余

の
徳
用
銀
を
あ
げ
て
い
る
の

で
、
こ
の
段
階
で
よ
う
や
く

ほ
ぽ
収
支
相
償
な
う
状
態
に

達
し
た
が
、
結
局
徳
用
銀
な

計
上
で
き
な
い
ま
ま
の
赤
字

経
営
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
嘉
、
氷
七
年
（
新

造
後
一
一
年
経
過
）
に
な
っ
て

836 幕末の社会第五苦手



第五節幕末期の海運

表 229 1'.fi!.徳丸の稼働状況と徳用銀（1)

イ土建年月

天保14年5月2日出帆
グ 12月上旬笠9
天保15年 1月28臼！封i悦
グ 5月19日登り

天保15年 5月27日出帆
弘化2年3月27日勘定

第 i弘化2年4月！日机
4よ；二2月

弘イ七4年4月18日出i汎
I I グ 5年2月23自主主り

嘉永1年6月登り（初建）

期｜ 嘉永1年2番建

系永 1年11月

嘉永2年5月出i汎。3年3月主まり

嘉永3年6月25日出事fL

嘉永3年10月1813tl:l帆
グ 4年4月19日江戸主主り

嘉永4年5月

嘉永5年

~永 Hf-4 月
第！

6月
／／ 10刃

][ 

か 11月

期

系永7年10月

嘉永7年2月27臼出i汎
か 9月1513I芝り

837 

行

松前行

庄内行

択捉

先

松前・択捉・根室・場所
3建淫主主

南部七戸・松前・択捉

松前行

松前行

江戸下り
仙台行
仙台行弁に江戸絞り

松前行登りの節，難渋に
て荷物例捨，般主無事

7カ年会計

松前行

酒荷物江戸下し，南部宮
古賀積

松前・箱館より択捉

択捉・箱館より秋主主り東
廻り

ヤム夕、ンナイ

択捉より越後新潟高内

越後新潟より松前・箱館
まで米E記者支
松前・箱館にて賀入来廻
り江戸にて売物弁に兵庫
にて売物差51勘定
以上4口合計より諮入用
．道中滋養ヲi
阿波塩｛土建

松前行

4カ年合計

正味徳用銀

主f 匁
9. 073. 25 

632.41 

6.308.87 

34.054. 78 

30.619.26 

1. 597. 28 

ム6.343.91

2.967.38 
3.335.63 
2.233.54 

ム19.016.36

65.462. 13 

3. 749.09 

1. 862. 25 

517.33 

20.363.21 

(3. 335. 7ヲ）

( 4. 992. 90) 

(11. 109. 05) 

(19. 550. 25) 

21. 939. 16 

ム905.42

980.58 

48.506.20 

音量史編湿近世



表 229 ffil,徳詳しの稼働状況と徳用銀（2)

仕建年月 仕建の穏類 徳用銀 正!Jiミ徳用銀

民匁 n 匁
安政2年4月 樽廻船仕建 5.235.29 

// 5月 ，， 4. 104.02 

// 7月 ／／ 2.484. 17 

// 9月 ／／ 1. 839. 93 

// 12月 // 4.084.21 

安政3年2月 ，， （合酒税切建） 3. 449. 78 I 20. 137.00 

安政3年？
柳（今原日庁様t'御1・城沼米海:fil江f戸）

14.930. 55 

，， 7月 j伶廻船イI：主主 3.303.92 

／／ 8月 // 3.273.91 

ノノ 10月 ’F 1. 270. 16 

第｜ // 12月 ／／ 3.306.54 

安政4年2月 金！河様御城米ft1 4.329. 75 

手酒運賃＊ 2. 590. oo I 30.876.44 

安政Hl三4月 持廻船f上建 1. 441. 66 

// 6月 ’F 787. 13 
III I 

// 9月 // 4.346.91 
，， 11月 兵庫滅米:fl'i 2. 122. 53 

手瀬運賃・噌運賃料 12. 678. 70 I 12. 121. 94 

安政5年2月 荒荷｛:I：建 2.904.60 

期｜
// 4月 J部防廻街！船仕米建および南 9.058.44 

趨，東廻り
// 10月 樽廻船｛：！：建 ム1.263. 22 

// 11月 // 2.906.38 

安政6年 l月 // （英語事） 5. 545.58 18.035. 28 

安政61手4月 越後新潟街l減米積 14.070.04 14.070.04 

安政6年10月 栂廻船｛:I:~ 2.279.97 

安政7年 1月 // （番船仕建） 1. 559. 38 

万延元1i:j::3月 ノY ム294.80

3月 越後江中初l城米東'll'.1廻みのた ム7.852.03

め戸1公より りの
途 前にて破船 ム4.624.23 

90.616.47 

（注） ムは主l:Jミ。
資料．

第五：［（＞： A年米のti：会 838 



幕末期の海運第五節

1'.(1徳丸の榔｛土建勘定（安政2年12月）表 230

支入収

金

i難i問1,279駄運賃
大坂 100.！駄差ヲl正味

官賞

1. 608. 77 

391. 30 

1. 771. 43 

日

7~主賃銭，飯米他

送中諸入用，

問屋庭仕舞

小廻しi之首長仕入物

項在自

m: 匁
9. 091. 13 

760 

金日項

5. 766.92 er－－ 
日一一日

メL
I二39. 851. 13 Z込

仁1

4質84匁21援引徳用銀

こ
の
船
を
解
体
し
、
新
た
に
銀
…
一
一
七
貫
余
を
投
入
し
て
新
造
船
を
建
造
し
て

い
る
こ
と
が
、

「
元
船
よ
り
持
米
り
諸
道
具
代
一
と
し
て
一
五
貫
目

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
明
す
る
（
表

mて
こ
の
建
造
期
間
が
嘉
、
氷
七
年
十
月

か
ら
安
政
二
年
四
月
ま
で
で
、
約
半
年
を
姿
し
て
い
る
。

そ
し
て
安
政
二
年
間
月
以
降
は
、

間
仰
に
示
し
た
よ
う
に
、
間
酒
船
と
し

て
嫁
働
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
元
船
の
解
体
に
よ
る
新
造
船
の
建
造
後
、
従
来

の
東
廻
り
松
前
・
択
捉
へ
の
貿
積
船
経
営
か
ら
榊
廻
船
仕
建
へ
の
転
換
が
な
さ

れ
て
い
る
点
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
は
新
た
に

二
七
投
闘
を
投
入
し
て
枠
組

船
を
建
造
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
天
保
十
間
年
の
買
積
船
の
新
造

費
七
五
貫
目
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
投
資
で
あ
っ
た
。

檎
加
出
船
幌
地
徳
丸

の
廻
船
経
営

問
問
に
ぶ
し
た
亀
徳
丸
第
目
別
の
活
躍
は
、
持
廻
船
仕

建
の
そ
れ
で
、
若
突
に
徳
用
銀
を
上
げ
始
め
て
い
る
こ
と

資料： γ本嘉納家文殻J

が
わ
か
る
。
当
時
こ
う
し
た
大
型
廻
船
は
、
幕
府
か
ら
年
に

度
は
御
城
米
の

運
送
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

hm
氾
徳
丸
も
例
外
で
は
な
く
、
城
米
の
愉
送

に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
安
政
一
一
一
年
の
今
町
（
越
後
磁
江
津
）
郡
御
滅
米
仕

建
の
時
は
問
廻
り
航
路
を
と
り
、
そ
れ
以
外
の
越
後
新
潟
磁
の
場
合
に
は
東
想

り
航
路
を
と
っ
て
い
る
。

世

し
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こ
の
伶
廻
船
経
営
と
し
て
の
見
地
か
ら
、
安
政
ニ
年
十
二
月
の
待
廻
船
仕
建
に
よ
る
徳
用
銀
が
算
出
さ
れ
て
く
る
過
程
を
、

亀
徳
丸
勘
定
帳
の
な
か
か
ら
整
理
し
て
、
前
述
「
樽
廻
船
経
営
と
帳
簿
組
織
」
で
示
し
た
図

ωに
よ
っ
て
整
理
し
た
の
が
、
表

問
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
徳
用
銀
は
銀
問
貫
匁
余
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
安
政
二
年
四
月
よ
り
万
延
元
年
三
月
ま
で
の
五
カ
年

間
は
、
年
一
平
均
五
仕
建
の
稼
働
を
続
け
、
そ
の
正
味
徳
用
銀
も
平
均

入
賞
を
計
上
し
て
い
る
。

そ
し
て
万
延
元
年
一
一
一
月
、

い
っ
た
ん
櫓
廻
船
仕
建
と
し
て
江
戸
へ
酒
荷
を
廻
送
し
、
そ
の
後
越
後
御
城
米
輸
送
の
た
め
、
そ

の
ま
ま
北
上
し
て
東
廻
り
で
航
行
の
途
中
、
松
前
沖
に
て
遭
難
、
破
船
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

安
政
ニ
年
か
ら
こ
の
時
ま
で
の
五
カ
年
間
の
正
味
徳
用
銀
は
銀
九

O
貫
匁
余
と
な
る
が
、
嘉
、
氷
七
年
の
樽
廻
船
へ
の
新
造
建

替
え
費
用

二
七
貫
匁
余
の
投
下
資
本
は
完
全
に
償
還
で
き
な
い
ま
ま
、
再
び
破
船
の
浮
き
間
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
般
に
廼
船
経
常
に
お
け
る
収
益
率
は
、

か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
廼
船
の
新
建
造
貨
に
は
莫
大
な
悶
定
資
本
へ
の
投

資
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
多
額
の
作
事
費
・
維
持
費
が
か
か
り
、
そ
の
う
え
難
船
の
場
合
に

は
補
修
費
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
追
加
投
資
が
必
要
と
な
る
。

し
か
も
最
悪
の
場
合
、
破
船
の
危
機
に
も
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を

考
慮
し
て
み
る
と
、
廻
船
経
営
も
決
し
て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
酒
造
家
す
な
わ
ち
荷
主
の
側
で
、
海
上
輸
送
の
円
滑
化
の
た
め
に
積
綴
的
に
廻
船
を

所
持
し
、
下
り
酒
の
輸
送
体
制
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
他
聞
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
険
分
散

の
上
か
ら
も
、
廻
船
経
営
に
お
け
る
共
同
出
資
と
し
て
の
廻
船
加
入
の
形
態
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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3 

海
上
交
通
の
諸
相

神
戸
村
浜
の
鉛

た
で
場
新
設

木
造
船
の
船
底
防
護
に
は
、
当
時
普
通
に
は
直
接
底
を
焼
い
て
、
船
虫
や
腐
食
か
ら
船
体
を
守
っ
た
。
そ

の
た
め
の
工
事
場
を
船
た
で
場
（
船
焼
き
場
）
と
呼
ん
で
い
て
、
兵
庫
西
出
浜
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
廻

船
の
多
く
は
讃
岐
や
備
後
の
辺
り
ま
で
出
か
け
て
実
絡
し
て
い
た
と
い
う
。

神
戸
村
の
網
屋
吉
兵
衛
は
、
そ
う
し
た
遠
稿
地
へ
出
向
く
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、
生
田
川
の
河
口
西
側
に
堆
積
し
た
洲
浜

幕末期の海運第五節

に
着
目
し
て
、

そ
こ
に
新
し
く
船
た
で
場
を
建
設
す
る
計
画
を
た
て
、

J
バv
h

二五’

一一rプ
ニ
ヌ
1
1
4工

兵庫洋造船場（務林秀岳函）

（
一
八
去
四
）
悶
七
月
代
官
一
併
に
出
願
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
廻
船
所
有
者
は
も
ち

ろ
ん
、
地
元
の
神
戸
村
も
稼
ぎ
場
が
地
え
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
積
極
的
に
支
援
し

た
。
堆
積
洲
浜
の
内
側
に
船
入
場
を
建
設
し
、
船
止
を
導
入
し
て
底
焼
き
を
行
う
と
い

う
設
計
で
、
船
た
で
場
の
広
さ
は
東
部
六

O
間
・
南
北
五
五
？
一
ニ

O
開
で
あ
っ
た
と

い
う
。
翌
安
政

（
一
八
五
五
）
一
一
一
月
工
事
は
完
了
し
、
間
二
十
八
日
幕
府
儲
船
の

う
ち
西
岡
源
十
郎
船
の
J

初
焼
き
を
実
施
し
た
。

写亥 170

し
か
し
こ
の
時
の
平
焼
き
の
方
法
で
は
、
不
十
分
な
点
が
残
る
と
わ
か
っ
て
、
輪

木
焼
き
の
方
法
に
改
め
る
こ
と
に
な
り
、
同
九
月
そ
の
工
事
も
終
了
し
、
神
戸
村
五

郎
兵
衛
の
持
ち
船
で
試
し
焼
き
を
行
っ
て
成
功
し
た
と
い
う
。
冥
加
銀
は
年
一

0
0
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匁
と
定
め
ら
れ
た
が
、
吉
兵
衛
は
、
幕
府
備
船
の
た
で
場
と
し
て
の
指
定
や
、
付
近
に
問
様
な
船
た
で
間
切
を
認
可
し
な
い
よ
う

中
請
し
て
い
る
。

吉
兵
衛
は
私
財
を
も
っ
て
こ
の
工
事
に
努
力
し
た
が
、
後
に
は
資
金
が
尽
き
、
神
戸
村
が
引
き
継
い
で
い
た
が
、
一
万
治
元
年

（
一
八
六
閉
）
幕
府
が
海
軍
操
練
所
を
こ
の
洲
浜

市
に
設

mmし
た
捺
、
そ
の
一
部
に
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

主ド

慶
応

八
六
六
）
、

兵
庫
に
碇
泊
中
の
幕
府
軍
蹴
果
的
泌
丸
の
修
疎
開
題
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

兵
賄
来
迎
十
芝
山
の
船
入
り
水
路
が
仮
の

ド
ッ
ク
に
想
定
さ
れ
た
が
、
船
入
り
を
工
事
期
間
中
議
ぐ
こ
と
は
日
常
の
船
稼
ぎ
に
支
障
な
き
た
す
の
で
、
地
元
か
ら
の
陳
情

も
あ
り
、
結
局
こ
の
船
た
で
場
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

潮
崎
難
と
潔
流

上
方
江
戸
間
を
航
行
し
て
い
た
符
廻
船
や
菱
釘
一
廻
船
は
、
船
倉
上
部
に
甲
板
が
な
く
、
舵
は
木
製
で
大
型
、

帆
は
主
柱

本
以
外
は
補
助
的
な
小
帆
が
あ
る
だ
け
と
い
う
和
船
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
激
し
い
風
雨
に
あ

う
と
、
荷
物
の
上
に
は
覆
い
が
あ
る
が
、
浸
水
も
多
く
、
お
荷
を
投
棄
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
し
、
舵
は
破
損
し
ゃ

す
く
、
舵
が
き
か
な
く
な
る
と
、
転
濯
を
避
け
る
た
め
に
帆
柱
を
切
り
倒
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
舵
や
机
を
失
う
と

漂
流
す
る
し
か
な
く
、
遭
難
や
漂
流
も
多
か
っ
た
。

当
時
で
は
い
っ
た
ん
遭
難
し
て
外
国
へ
深
若
し
た
り
、
外
悶
船
に
救
助
さ
れ
た
り
す
る
と
、
何
年
か
苦
労
を
重
ね
て
帰
国
で

き
た
と
し
て
も
、
ま
ず
厳
草
な
取
締
ベ
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
、
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
軟
禁
さ
れ
た
ま
ま
帰
郷
で
き
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
が
日
本
人
の
海
外
へ
の
渡
航
や
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
て
い
た
た
め
で
、
外
国

の
土
を
踏
み
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
接
触
し
た
漂
流
者
と
い
う
の
は
、
と
に
か
く
法
に
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
入
牢
の
う
え
、
取
調
べ

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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御
影
村
嘉
納
屋

歓
喜
丸
の
潔
流

市
域
に
関
係
す
る
遭
難
船
の
う
ち
か
ら
、
外
交
問
題
と
係
わ
っ
た
例
を
一

Jコ

っ
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

は
文
化
七
年
（
一
八
一

O
）
十
二
月
、
紀
伊
半
2

品
沖
で
避
難
し
た
御
影
村
嘉
納
産
主
兵
衛
の
持
ち
船
欽
吾
丸

の
例
で
あ
る
。
歓
喜
丸
は
千
六
百
石
積
み
の
得
廻
船
で
、
梁
組
員
は
一
六
人
、
上
方
J
江
戸
間
に
就
航
し
て
い
た
。

そ
の
時
も
、
出
航
の
擦
は
通
常
の
ご
と
く
酒
・
砂
糖
な
ど
を
積
み
込
ん
で
、
文
化
七
年
十

iヨ

へ
向
け
て

月

机
を
あ
げ
て
い
る
。
途
中
紀
伊
大
島
へ
寄
港
し
、
十
二
月
五
日
大
お
な
出
航
し
た
後
暴
風
雨
に
あ
っ
て
遭
難
し
た
。

ま
ず
舵
が

折
れ
て
操
舵
不
能
と
な
り
、
沈
没
を
避
け
る
た
め
粧
荷
の
一
部
を
投
楽
し
、

つ
い
に
は
帆
柱
も
切
り
倒
し
て
し
ま
っ
た
の
で
転

覆
の
方
は
免
れ
た
が
、

rH航
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
漂
流
す
る
こ
と
お
よ

カ
月
、
は
る
か
北
方
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
に
漂
着
し
て
い
る
。
冬
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
自
然
は
厳
し
く
、
そ
れ
か
ら
上
陸
し
て
人
家
を
探
し
あ
て
る
ま
で
の
六
日
間
に
、

半
数
以
上
の
九
人
が
耐
火
、
さ
と
飢
え
で
死
亡
し
た
と
い
う
。

い
保
護
を
う
け
て
危
険

戸
シ
ア
人
と
接
触
で
き
た
残
り
七
人
は
、

は
税
し
た
が
、
身
柄
の
処
毘
に
つ
い
て
は
、
速
く
離
れ
た
ヨ

i
ロ
ッ
パ
に
あ
る
首
都
か
ら
政
府
の
指
令
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
が
紹
く
の
を
約
…
年
待
ち
暮
ら
し
た
。

こ
の
間
に
、
測
量
目
的
で
航
海
中
の
ロ
シ
ア

ゴ
ロ
！
ニ
ン
が
、
間
後
島
で
日
本
側
に
捕
ら
え
ら
れ
る

ィ
ア
ナ

幕末期の潟運

事
件
が
起
こ
る
の
で
あ
る
（
文
化
八
年
六
月
）
。
副
長
の
り
コ
ル
ド
は
、
い
っ
た
ん
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
引
き
返
し
、
対
策
を
検
討
し
た

給
果
、

日
本
側
と
の
折
衝
の
た
め
に
は
、
漂
流
民
送
還
の
名
目
止
を
た
て
る
の
が
よ
い
と
考
え
、
該
当
者
を
探
す
こ
と
に
し
た
と

い
う
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
へ
、
こ
の
歓
喜
丸
の
漂
流
者
与
茂
吉
ら
が
、
政
府
の
送
還
指
示
に
よ
っ
て
、
カ
ム
チ
ッ
ツ
カ
か
ら
オ
ホ

第五節

ー
ツ
ク
へ
送
ら
れ
て
き
た
の
で
お
る
。

、、、こ

E
っ
と
、
ニ
。

ノ
I
j
b・
中
／

u
v
L
J
j

一
行
は
こ
の
時
、
凍
協
で
支
た

人
が
倒
れ
、

リ
コ
ル
ド
は
デ
ィ
ア
ナ
H
V
に
与
茂
吉
ら
六
人
と
ほ
か
に
五
郎
次
も
収
政
令
、
さ
ら
に

般
を
伴
っ
て
、
悶
後
に
米
航
し
た
の
が
、
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文
化
九
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
与
茂
吉
ら
六
人
を
土
陪
さ
せ
、
ゴ
ロ
l
ニ
ン
の
安
否
を
問
う

リ
コ
ル
ド
は
、

た
せ
、
な
お
こ
の
六
人
と
ゴ
ロ

1
一
一
ン
ら
と
の
交
換
を
口
頭
で
伝
え
る
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う
。
六
人
は
も
ち
ろ
ん
番
所
に

向
山
め
ら
れ
て
、
取
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
返
答
は
な
さ
れ
な
か
っ

リ
ソ
コ
ル
ド
は
、

つ
い
で
五
郎
次
に
も
同
様
安
容
を
知
ら
せ
る
よ
う
依
頼
し
て
上
陸
さ
喰
た
と
こ
ろ
、

五
郎
次
は
帰
舵
し
て
、

一
行
は
す
で
に
落
命
し
た
と
告
げ
る
。

し
か
し
リ
コ
ル
ド
は
な
お
そ
の
確
か
な
証
拠
を
求
め
よ
う
と
し
て
、

か
れ
を
再
度
上
陸

さ
せ
た
が
、
結
局
帰
般
せ
ず
目
的
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
別
に
日
本
船
を
傘
捕
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ

""'-、

た
ま
た
ま
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
乗
っ
た
観
役
丸
が
行
き
あ
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
歓
喜
丸
の
与
茂
吉
と
い
い
、

高
問
屋
嘉
兵
衛
と
い
い
、
こ
の
時
期
の
日
露
両
国
間
の
緊
張
し
た
場
面
に
、
神
戸
に
か
か
わ
る
船
乗
り
が
一
一
人
ま
で
奇
し
く
も

交
錯
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

与
茂
吉
ら
は
そ
の
後
松
前
に
移
さ
れ
（
十
月
十
七
日
着
て
さ
ら
に
江
戸
に
送
ら
れ
て
、
幕
府
の
厳
重
な
監
視
の
も
と
に
再
び
取

り
調
べ
ら
れ
た
。
取
調
べ
が
終
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
出
身
地
の
領
主
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
翌
十
年
五
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
与
茂
吉
は
御
影
村
を
領
す
る
代
官
辻
甚
太
郎
の
麗
数
に
い
っ
た
ん
預
け
ら
れ
、
同
月
二
十
五
日
江
戸
を

出
発
し
て
い
る
。

大
石
村
松
展
栄

力
丸
の
潔
流

も
う
一
一
例
は
、
偶
然
に
も
ペ
リ
l
来
航
の
端
緒
と
な
っ
た
、
嘉
永
三
年
十
月
志
摩
大
王
崎
沖
で
遭
難
し
た

大
石
村
松
屋
八
三
郎
所
有
の
栄
力
丸
で
あ
る
。
栄
力
丸
は
、
千
五
百
石
積
み
の
樽
廻
船
で
や
は
り
上
方
J

江
戸
間
の
航
路
に
就
い
て
い
た
。

嘉
永
一
一
一
年
十
月
相
模
浦
賀
を
出
帆
、
帰
航
に
つ
い
た
栄
力
丸
に
は
、
沖
船
頭
万
歳
ら
一
七
人
が
乗
り
組
ん
で
い
た
。
伊
勢
神
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ま
で
は
順
風
で
あ
っ
た
が
、
二
十
九
日
志
摩
半
島
大
王
崎
沖
ま
で
来
て
、
そ
の
夜
激
し
い
風
雨
に
み
ま
わ
れ
、
栄
力
丸
の
場
合

も
舵
を
損
じ
て
防
ぎ
き
れ
な
く
な
り
、
帆
柱
を
切
り
倒
し
て
転
覆
た
防
い
だ
と
い
う
。
以
後
五

O
日
ほ
ど
太
平
洋
上
を
漂
流
し

て
、
折
よ
く
ア
メ
リ
カ
商
船
オ
i
グ
ラ
ン
ド
号
に
遭
遇
、
数
助
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

オ
ー
グ
ラ
ン
ド
号
は
、
砂
糖
・
茶
・

小
麦
粉
な
ど
を
積
ん
で
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
航
行
中
で
あ
っ
た
の
で
、
救
助
さ
れ
た
一
行
も
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
へ
護
送

さ
れ
た
。

翌
年
二
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ
到
着
し
た

行
か
ら
、
帰
国
希
望
の
要
請
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、

弘
化
一
一
一
年
（

八
四
六
）
の
東
イ
ン
ド
蹴
隊
司
令
長
官
ビ
ッ
ド
ル
の
対
日
交
渉
不
成
功
以
来
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
の
に
、
こ

の
漂
流
者
の
送
還
こ
そ
好
機
会
と
考
え
て
、
漂
流
者
送
還
を
糸
口
に
日
本
へ
の
使
節
派
遣
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
命
を

受
け
た
の
が
東
イ
ン
ド
艦
隊
一
司
令
長
官
ペ
リ

i
で
あ
っ
た
。

日
本
行
き
の
艦
隊
編
成
は
中
間
到
着
後
と
し
て
、
サ
ン
プ
ラ
ン
シ

ス
コ
か
ら
は
、

セ
ン
ト
メ
リ
i
口
す
が
一
七
人
の
漂
流
者
を
乗
せ
て
、
嘉
、
氷
五
年
一
一
月
（

八
五
二
）
に
、
ベ
ヲ
l
自
身
は
大
関
洋

岸
の
ノ

i
フ
ォ
ー
ク
を
一
八
五
二
年
十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
出
航
し
て
中
国
に
向
か
っ
た
。

日
本
へ
送
還
さ
れ
る
と
聞
い
て
喜
び
の
う
ち
に
梁
離
し
た
一
行
の
う
ち
、
ま
ず
最
も
年
長
の
船
頭
万
蔵
が
、
途
中
ハ
ワ
イ
に

幕末期の海運

寄
港
し
た
と
き
死
亡
し
、
呑
港
に
到
着
し
た
あ
と
、
彦
太
部
（
後
の
ジ
ョ
セ
フ
日
ヒ
コ
）
・
治
作
・
亀
造
の

一
行
の
批
話

役
で
も
あ
っ
た
ト
！
？
ス
に
誘
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
残
っ
た
一
行
は
、
容
港
で
た
ま
た
ま
力
松
と
い
う
間

じ
漂
流
民
で
、

モ
リ
ソ
ン
号
に
誘
わ
れ
て
帰
国
に
失
敗
し
た
日
本
人
に
会
い
、

ア
メ
リ
カ
家
般
で
の
帰
国
な
ど
は
と
て
も
不
可

第五節

能
だ
と
論
さ
れ
る
。

モ
リ
ソ
ン
号
と
い
う
の
は
イ
ギ
ヲ
ス
船
籍
で
、

ア
メ
リ
カ
人
チ
ャ
l
ル
ス
ロ
キ
ン
グ
が
漂
流
者
送
還
を
名
目
に
日
本
へ
の
来
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航
を
試
み
た
船
で
あ
る
。

そ
の
米
航
が
天
保
八
年
（
一
八
一
一
一
七
）
で
、
さ
き
に
起
こ
っ
た
文
化
一
一
一
年
択
捉
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
襲
撃

や
文
化
五
年
の
フ
ェ

1
ト
ン
号
事
件
な
ど
で
硬
化
し
た
幕
府
が
、

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
無
一
一
念
打
払
令
（
天
保
十
一
一
一
年
の
薪
水

給
与
令
で
廃
止
）
を
出
し
、
外
国
船
へ
の
発
砲
な
み
と
め
て
い
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
浦
賀
で
も
山
川
で
も
砲
撃
を
受

け
て
、
上
隙
は
お
ろ
か
入
港
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。

一
行
が
力
松
か
ら
話
を
開
い
た
頃
に
は
す
で
に
打
払
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
が
、
幕
府
の
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
に
は
変
わ
り

は
な
く
、

ア
メ
リ
ノ
カ
と
日
本
に
は
ま
だ
国
交
が
関
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
一
行
の
乗
蹴
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
号
が
上
海
に
入

逃
し
た
と
き
、
問
じ
そ
リ
ソ
ン
号
に
乗
っ
て
い
た
音
古
か
ら
も
勧
め
ら
れ
、

一
行
は
つ
い

の
役
話
に
頼
っ
て
日
本
と
闘

交
の
あ
る
中
国
の
船
で
帰
国
す
る
こ
と
に
決
心
し
、
舵
長
の
説
得
に
対
し
て
も
、
日
本
へ
は
帰
ら
な
い
と
偽
っ
て
下
艦
し
て
し

ま
っ
た
。

行
の
う
ち
千
太
郎
だ
け
は
般
に
開
め
ら
れ
、
部
流
民
送
還
の
糸
口
に
す
る
は
ず
の
ベ
リ
i
舵
隊
に
は
、
予
定

角
｝
ご
－

J
i
，ナ
l

の
一
七
人
中
…
人
だ
け
が
残
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

嘉
永
六
年
六
月
、
ペ
リ
ー
は
浦
賀
に
笠
り
、
幕
府
に
対
し
て
大
統
領
の
親
書
を
受
領
す
る
よ
う
要
求
す
る
が
、
漂
流
民
送
還

の
こ
と
に
は
何
も
触
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
翌
年
再
来
の
時
、

よ
う
や
く
事
の
つ
い
で
の
よ
う
に
千
太
郎
の
こ
と
を
幕
府
側
役
人

に
知
ら
せ
、
引
き
合
わ
せ
た
が
、
千
太
郎
は
た
だ
平
伏
す
る
の
み
で
、
結
局
は
下
艇
す
る
こ
と
を
担
ん
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て

ベ
リ
l
般
隊
に
よ
る
日
本
漂
流
民
の
送
還
は
、
初
期
の
計
画
に
反
し
て
一
七
人
の
う
ち
の
た
だ
の
一
人
も
実
現
し
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

上
海
に
残
っ
た
一
行
は
、
そ
の
後
官
官
の
役
話
で
日
本
へ
出
航
す
る
中
国
船
の
港
で
あ
る
乍
浦
に
移
り
、
便
船
を
待
つ
こ
と

お
よ
そ
一
年
数
カ
月
、
こ
の
間
に
岩
蔵
が
失
院
し
、

よ
う
や
く
嘉
、
氷
七
年
七
月
中
国
船
源
宝
に
乗
り
込
み
帰
国
の
途
に
つ
く
こ
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と
が
で
き
た
。
そ
し
て
九
州
の
山
容
を
お
の
あ
た
り
に
し
て
潮
待
ち
で
滞
船
す
る
う
ち
、
安
太
郎
が
病
死
、
同
年
七
月
二
十
六

日
長
崎
に
帰
り
つ
い
て
上
離
し
た
の
は
、
神
戸
村
の
長
介
・
幾
松
ら
九
人
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
長
崎
奉
行
所
で
取
鵠
ベ
を
受

け
、
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
宿
め
授
か
れ
た
と
い
う
。

去五米j拐の海五ii第五節
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